
ア
メ
リ
カ
反
帝
国
主
義
運
動
試
論
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一
そ
の
諸
グ
ル
ー
プ
と
帝
国
主
義
理
解
を
中
心
に
一

横

山

良

【
要
約
】
　
本
稿
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
反
帝
国
主
義
運
動
を
一
つ
の
社
会
運
動
と
し
て
跡
づ
け
、
そ
の

薪
た
な
実
態
把
握
と
性
格
規
定
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て
、
第
一
に
、
考
察
対
象
を
反
帝
国
主
義
連
盟
の
運
動
に
限
定

す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
周
辺
で
農
開
さ
れ
た
様
々
な
大
衆
的
運
動
を
も
視
野
に
入
れ
、
第
二
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帝
国
主
義
理
解
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、

反
帝
国
主
義
運
動
内
に
お
け
る
諸
グ
ル
ー
プ
を
分
別
し
、
第
三
に
、
そ
の
内
容
に
よ
る
運
動
の
時
期
区
分
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
反
帝
国
主
義
運
動
内

に
は
、
帝
国
主
義
と
独
占
の
結
合
を
感
知
し
て
い
る
有
力
な
部
分
が
存
在
し
て
は
い
た
も
の
の
、
総
体
と
し
て
、
そ
の
関
心
方
向
は
き
わ
め
て
「
内
向

的
」
　
（
あ
る
い
は
内
政
優
先
）
で
あ
り
、
革
新
主
義
へ
と
合
流
す
る
論
理
的
必
然
性
を
有
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
七
巻
三
号
　
一
九
七
優
年
五
月

序

　
本
稿
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
展
開
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
反
帝
国
主
義
運
動
を
い
わ
ば
一
つ
の
社
会
運
動
と
し
て
再

構
成
せ
ん
と
す
る
試
論
で
あ
る
。

　
従
来
、
反
帝
国
主
義
運
動
に
つ
い
て
は
、
主
に
ニ
ェ
ー
・
レ
フ
ト
系
史
家
に
よ
っ
て
、
運
動
そ
の
も
の
に
深
く
内
在
し
、
そ
の
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
は
本
来
外
交
政
策
に
第
一
義
的
に
関
つ
た
運
動
で
あ
る
と
の
前
提
の
も
と
に
、
き
わ
め
て
粗
雑
な
性
格
規
定
や
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
あ
る
い
は
機
能
）
賦
与
が
な
さ
れ
て
き
た
。
一
つ
の
運
動
を
考
察
す
る
道
順
と
し
て
は
、
正
確
で
全
体
的
な
実
態
把
握
と
そ
れ
に
基
い
た
性
格
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規
定
を
ま
ず
前
提
と
し
、
そ
の
の
ち
、
こ
れ
を
十
分
に
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
こ
の
運
動
の
四
囲
の
客
観
的
諸
条
件
と
の
関
連
の
中
で
そ
の
意
義

覇
断
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
十
分
認
識
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
実
態
分
析
に
お
い
て
深
い
成
果
を
あ
げ
た
研
究
者
す
ら
、
そ
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

義
判
断
に
お
い
て
、
短
絡
の
陥
穽
に
嵌
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
の
反
省
の
う
え
に
立
っ
て
、
本
稿
で
は
、
反
帝
国
主
義
運
動
そ

の
も
の
に
内
在
し
、
今
一
度
そ
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
性
格
規
定
を
試
み
る
。

　
さ
て
、
反
帝
国
主
義
運
動
の
実
態
把
握
と
性
格
規
定
に
さ
い
し
、
従
来
、
こ
の
運
動
の
構
成
層
の
多
様
性
、
運
動
態
の
不
定
形
性
に
規
定
さ

れ
て
、
方
法
論
的
に
様
々
の
混
乱
が
あ
っ
た
。
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
は
、
反
帝
国
主
義
運
動
と
反
帝
国
主
義
連
盟
の
活
動
と
を
全
く
同
一
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
る
も
の
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
反
帝
国
主
義
運
動
の
い
わ
ば
頂
点
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
分
析
を
も
っ
て
運
動
分
析
に
代
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
点
に
関
し
、
本
稿
で
は
、
第
一
に
、
運
動
を
反
帝
国
主
義
連
盟
の
そ
れ
に
の
み
限
定
せ
ず
、
そ
の
周
囲
で
展
開
さ
れ
た
大
衆
的
運
動
を
も
視

野
に
入
れ
、
ま
た
運
動
が
働
き
か
け
る
俗
手
、
い
わ
ば
客
体
と
し
て
政
治
勢
力
ブ
ラ
イ
ア
ン
派
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
帝
国
主
義
理
解
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
反
帝
国
主
義
運
動
内
の
諸
グ
ル
ー
プ
の
分
別
に
よ
っ
て
、
第
三
に
、
運
動
内
容
の
時
期
区

分
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
応
の
素
描
的
整
理
を
試
み
た
。
諸
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル

派
（
あ
る
い
は
ボ
ス
ト
ン
改
革
老
グ
ル
ー
プ
多
数
派
）
に
注
囲
し
、
こ
れ
と
他
グ
ル
ー
プ
と
の
競
合
、
交
錯
の
過
程
を
辿
る
中
で
、
反
帝
国
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

運
動
の
新
た
な
相
の
発
見
に
努
め
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
の
い
わ
ゆ
る
プ
チ
・
ブ
ル
的
運
動
な
る
も
の
の
分
析
へ
の
一
つ

の
試
行
を
も
意
図
し
て
い
る
。

①
≦
田
嘉
日
｝
≦
已
下
ヨ
ω
璽
§
恥
寄
蓋
馬
魯
珍
き
嵩
ミ
讐
§
b
彗
、
o
鳩
蓑
遷
サ

　
（
ち
＄
y
｝
o
げ
ロ
ぞ
．
国
。
壁
隣
噛
、
、
月
9
》
9
7
H
ヨ
℃
①
ユ
罠
。
。
富
p
巳
↓
≦
8
臨
。
跨

　
O
睾
9
q
》
ヨ
Φ
臨
8
ロ
男
o
H
鉱
σ
q
貰
唱
。
凱
。
ざ
．
、
9
農
ミ
a
§
き
恥
卜
馬
さ
く
。
一
H
H
H
噂

　
累
ρ
一
魑
（
お
＄
）
閣
名
卍
㌶
ヨ
い
勺
。
ヨ
0
8
ざ
」
ミ
ミ
詩
§
一
審
？
9
N
§
簿
駐
ミ
層

N
冴
冴
謹
礎
§
聴
§
導
蜘
寒
ミ
§
§
聖
§
蕊
鼠
賦
3
（
一
り
刈
O
）
”
な
ど
。

②
　
鐸
切
角
器
ざ
団
目
。
ヨ
野
風
。
。
層
き
ミ
丸
憤
愚
ミ
ミ
篤
防
ミ
帖
噛
こ
ぎ
＄
ミ
ミ
9
ミ
a

、
急
ぎ
O
鳶
ミ
b
さ
ミ
♪
㎏
篭
O
－
送
吋
9
（
お
圃
O
）
・
ま
た
本
稿
が
多
く
を
負
っ
て
い
る

O
ρ
三
巴
切
●
ω
〇
三
「
ヨ
①
吟
興
愚
柵
↑
窯
詩
ミ
鳴
ミ
客
受
馬
讐
鼠
§
馬
註
ミ
醤
沁
禽
鋳
ミ
鳶
ミ
馬
。

導
馬
筆
致
慧
黛
嚇
ミ
§
メ
（
一
㊤
認
）
．
も
こ
の
傾
向
を
有
す
る
。

③
前
者
の
典
型
例
と
し
て
津
銭
鎖
・
鎖
p
三
二
鷺
。
鍋
、
．
目
び
。
》
幕
剛
気
長
℃
①
ユ
聾
珍

寓
。
〈
o
ヨ
①
簿
ぎ
菩
o
d
鐵
け
a
ω
叶
暮
①
。
。
、
．
さ
恥
献
題
嘗
慧
§
ミ
黛
ミ
簗
ミ
画
昏
ミ

寄
ミ
§
讐
く
9
b
。
も
。
璽
（
一
㊤
沼
）
■
後
者
の
そ
れ
と
し
て
口
。
げ
①
簿
い
・
切
免
望
0
5
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ぎ
ミ
器
生
恥
ミ
羅
無
財
ミ
鴬
軌
惹
b
§
恥
」
ミ
露
岩
鴬
ミ
ミ
謎
冴
測
器
㍗
送
0
9
（
お
①
◎
。
）
．

④
本
稿
に
お
け
る
用
語
法
に
つ
い
て
。
「
帝
国
主
義
」
と
い
う
言
葉
は
、
当
時
の

　
人
々
の
こ
め
た
意
味
あ
い
に
お
い
て
使
用
し
た
。
そ
の
意
味
が
何
で
あ
る
か
は
行

　
論
の
う
ち
に
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。
従
っ
て
「
反
帝
国
主
義
」
に
つ
い
て
も
同
様

　
で
あ
る
。
ま
た
、
「
反
帝
国
主
義
者
」
と
は
、
反
帝
国
主
義
連
盟
の
会
員
に
限
ら

　
ず
、
そ
の
よ
う
な
主
張
を
も
っ
た
人
す
べ
て
を
含
む
。
　
「
反
帝
国
主
義
運
動
」
と

は
、
反
帝
国
主
義
連
盟
の
運
動
に
限
ら
ず
、
そ
の
周
辺
の
運
動
を
も
含
む
。
た
だ

し
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
、
一
応
反
帝
圏
主
義
連
盟
の
会
員
で
あ
っ
た
が
、
独
自
の
政
治

勢
力
の
具
現
者
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
構
成
の
必
要
上
、
本
稿
で
は
、
，
「
反

帝
国
主
義
者
」
に
含
め
ず
、
　
「
反
帝
国
主
義
運
動
」
と
は
独
立
の
人
物
と
措
定
し

た
。
な
お
本
稿
に
お
い
て
、
　
「
反
帝
国
主
義
運
動
」
は
反
帝
運
動
、
反
帝
国
主
義

連
盟
は
反
帝
連
盟
な
ど
と
略
記
す
る
。

56　（406）

1

併
合
拒
否
の
局
面
（
一
八
九
八
年
六
月
一
一
八
九
九
年
二
月
）

　
一
　
フ
ァ
ナ
ル
・
ホ
ー
ル
会
議

　
ア
メ
リ
カ
が
米
西
戦
争
に
突
入
し
、
キ
ュ
ー
バ
及
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦
線
を
し
き
、
連
邦
議
会
で
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
る
ハ
ワ
イ
併
合
条

約
が
ま
さ
に
成
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
一
八
九
八
年
六
月
一
五
日
、
プ
リ
マ
ス
植
民
地
初
代
総
督
の
末
蕎
で
あ
り
、
老
政
治
評
論
家
の
ガ
マ
リ

エ
ル
・
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
呼
び
か
け
で
、
ボ
ス
ト
ン
市
の
由
緒
あ
る
フ
ァ
ナ
ル
・
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
　
「
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
政
策
が
ア

メ
リ
カ
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
抗
議
す
る
た
め
の
」
会
合
が
持
た
れ
た
。
新
聞
の
報
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
出
席
者
は
二
百
～
四
百

人
で
、
　
「
当
市
の
改
革
者
を
代
表
し
、
ど
ち
ら
を
む
い
て
も
、
良
き
大
義
の
指
導
者
の
よ
く
知
ら
れ
た
顔
が
み
ら
れ
た
」
と
い
う
。
ブ
ラ
ッ
ド

フ
ォ
ー
ド
の
他
、
ボ
ス
ト
ン
の
著
名
な
弁
護
士
で
、
　
「
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
改
革
ク
ラ
ブ
」
会
長
の
モ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
ト
ー
レ
イ
、
ド
ー

チ
ェ
ス
タ
ー
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
牧
師
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
イ
ム
ズ
、
ボ
ス
ト
ン
の
労
働
運
動
指
導
老
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
な
ど
が

演
壇
に
上
り
、
挨
拶
を
送
っ
た
。
出
席
老
の
中
に
は
、
ア
ー
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ン
ス
ロ
…
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
オ
ズ
ボ
…
ン
、
ア
ル
バ
…
ト
・
パ
ー

ソ
ン
ズ
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ハ
ス
キ
ン
ズ
等
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
ほ
と
ん
ど
は
、
お
お
む

ね
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
旧
エ
リ
ー
ト
層
に
属
し
、
従
来
よ
り
何
ら
か
の
改
革
運
動
に
捲
り
、
ま
た
、
こ
の
後
は
「
反
帝
国
主
義
連
盟
」
の

中
軸
的
役
員
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。
我
々
は
以
下
、
　
こ
れ
ら
の
人
々
並
び
に
、
そ
の
後
設
立
さ
れ
る
「
反
帝
国
主
義
連
盟
」
の
役
員
な
ど
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①

（
副
会
長
を
除
く
）
を
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
と
呼
ぼ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
会
合
で
の
三
つ
の
主
要
な
発
言
を
紹
介
し
、
初
発
に
お
け
る
反
帝
運
動
の
帝
国
主
義
理
解
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
先
ず
、
呼
び
か
け
人
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
は
、
冒
頭
の
挨
拶
に
お
い
て
、
　
ア
メ
リ
カ
人
罠
と
連
邦
議
会
の
精
力
は
、
地
球
の
向
う

側
の
何
百
万
の
東
洋
人
を
統
治
す
る
重
荷
を
担
う
た
め
に
で
は
な
く
、
合
衆
国
の
政
治
、
社
会
状
況
の
改
良
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
、
と
し
た

の
ち
、
　
「
戦
争
の
唯
一
の
動
機
が
人
道
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
わ
が
人
民
に
多
大
の
栄
誉
を
与
え
る
こ
の
貴
い
資
質
が
他
の
昌
的
の

た
め
に
も
て
あ
そ
ば
れ
た
の
だ
。
利
得
を
追
求
す
る
私
的
利
益
や
、
権
力
を
保
持
す
べ
く
懸
命
の
政
治
家
、
陸
軍
や
海
軍
分
隆
盛
を
渇
望
す
る

空
想
な
ど
が
大
き
く
関
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
じ
勢
力
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
…
…
軍
事
帝
国
の
確
立
へ
と
我
々
を
促
迫
し
て
い
る
」
、
と
述

　
②

べ
た
。

　
ま
た
、
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
は
、
民
族
、
歴
史
、
伝
統
、
文
明
に
お
け
る
相
違
の
た
め
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
、
合
衆
国
に
州
と
し
て
編
入
さ
れ

え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
併
合
に
は
反
対
で
あ
る
、
し
か
し
、
そ
れ
を
植
民
地
に
す
る
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
原
則
に
も
と
り
、
考
え

ら
れ
ぬ
、
ア
メ
リ
カ
は
中
国
人
移
民
の
禁
止
に
す
ら
手
こ
ず
っ
て
お
り
、
労
働
競
争
の
も
め
ご
と
は
も
う
た
く
さ
ん
で
あ
る
旨
を
述
べ
た
が
、

彼
の
発
言
で
注
目
す
べ
き
は
、
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
の
根
源
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
は
言
っ
た
。
「
併
合
は
、
今
臼
、
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
む
さ
ぼ
り
喰
い
つ
つ
あ
る
投
機
的
産
業
怪
物
の
強
化
を
意
味
し
て
い
る
」
、
と
。

　
さ
ら
に
、
ス
ト
ー
レ
イ
は
、
　
「
…
…
人
道
の
大
義
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
戦
争
は
、
帝
国
の
た
め
の
戦
争
へ
と
歪
曲
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
…

…
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
を
奪
取
し
、
そ
れ
を
、
そ
の
地
の
人
民
の
同
意
な
く
、
自
ら
の
も
の
と
し
て
保
持
す
る
こ
と
は
、
わ
が
統
治
が
立
脚
し
て

い
る
…
…
諸
原
則
を
侵
犯
す
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
我
々
は
常
備
陸
軍
と
臣
大
な

海
軍
と
い
う
重
荷
を
担
わ
さ
れ
、
何
千
マ
イ
ル
も
彼
方
の
紛
糾
に
脅
か
さ
れ
、
絶
え
ざ
る
不
安
に
さ
ら
さ
れ
る
軍
事
強
国
と
な
る
の
だ
。
…
…

我
々
の
注
意
が
分
断
さ
れ
る
た
め
、
国
内
の
諸
困
難
は
無
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
租
税
は
増
加
さ
れ
、
通
貨
は
一
層
無
秩
序
に
な
る
に
ち
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
く
、
最
も
悪
い
こ
と
は
、
我
々
を
脅
か
し
て
い
る
腐
敗
が
必
ず
や
拡
延
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
、
と
。
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さ
て
、
彼
等
豊
人
が
帝
国
主
義
を
現
象
と
し
て
は
、
海
外
領
土
の
武
力
に
よ
る
併
合
、
と
り
わ
け
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
そ
れ
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
問
題
に
さ
る
べ
き
は
、
何
故
、
そ
の
よ
う
な
帝
国
主
義
は
悪
で
あ
り
、
従
っ
て
被
害
着
は
だ
れ
で
あ
り
、
そ
の
根
源
は
何
で
あ
る
か
を
い
か

に
捉
え
て
い
た
か
、
い
わ
ば
、
帝
国
主
義
の
本
質
認
識
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
は
、
根
源
を
私
的
利
益
、
政
治
家
、
陸
海
軍
拡
張
論
者

に
帰
し
て
い
る
。
し
か
し
、
何
故
悪
で
あ
る
の
か
、
即
ち
、
被
害
老
に
つ
い
て
は
引
用
し
た
発
言
に
お
い
て
は
分
明
で
な
い
が
、
国
内
政
治
優

先
と
ア
メ
リ
カ
人
民
の
人
道
主
義
へ
の
侮
辱
が
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
推
察
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
人
民
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
か
。
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
は
根
源
を
投
機
的
産
業
怪
物
と
し
て
い
る
が
、
如
上
の
発
言
で
は
被
害
者
に
つ
い
て
は
労
働
競
争
を
示
唆
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
労
働
者
ら
し
い
。
ま
た
、
ス
ト
ー
レ
イ
は
、
根
源
に
つ
い
て
は
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
以
後
の
脈
絡
と
の
関
り
で
こ

の
点
は
特
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
　
一
方
、
帝
国
主
義
の
悪
は
「
我
々
」
が
重
荷
を
担
わ
さ
れ
、
国
内
問
題
が
等
閑
視
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

従
っ
て
、
被
害
者
に
つ
い
て
は
、
「
重
荷
を
食
わ
さ
れ
…
…
、
脅
か
さ
れ
、
…
…
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
る
」
「
我
々
」
で
あ
る
。
こ
の
「
我
々
」

の
内
容
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
も
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
断
片
的
発
言
か
ら
で
は
あ
る
が
、
我
々
は
こ
こ
で
、
初
発
時
に
お
い
て
、
反
帝
国
主
義
者
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
の
現
象
を
海
外

領
土
（
と
り
わ
け
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
武
力
併
合
で
あ
る
と
す
る
点
で
は
一
致
が
あ
っ
た
も
の
の
、
帝
国
主
義
の
根
源
と
そ
の
被
害
者
の
認
識
に
お

い
て
は
、
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
や
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
よ
う
に
根
源
と
被
害
者
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
感
知
し
て
い
る
部
分
（
以
後
ブ
ラ
ッ
ド
フ

ォ
ー
ド
・
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
派
と
も
呼
ぶ
）
と
、
　
ス
ト
ー
レ
イ
の
よ
う
に
、
根
源
の
問
題
を
全
く
意
識
に
の
ぼ
ら
せ
て
い
な
い
が
、
少
く
と
も

「
我
々
」
が
被
害
を
受
け
て
い
る
、
即
ち
、
被
害
者
は
国
内
に
存
す
る
と
感
じ
て
い
た
部
分
と
を
識
別
し
う
る
。

　
さ
て
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
決
議
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
決
議

　
　
一
、
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
不
幸
な
状
況
を
「
終
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
道
へ
の
貴
務
を
果
さ
ん
と
す
る
私
心
な
き
努
力
」
と
し
て
開
始
さ
れ
た
戦
争
は
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征
服
の
戦
争
へ
と
歪
曲
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

一
、
こ
の
戦
争
の
結
果
と
し
て
領
土
を
併
合
す
る
こ
と
は
、
合
衆
国
は
、
　
「
そ
の
平
定
の
た
め
以
外
は
」
キ
ュ
ー
バ
に
対
し
て
、
　
「
主
権
を
行
使
し
た
り
支

配
し
た
り
す
る
い
か
な
る
用
意
も
意
図
」
も
否
定
す
る
、
と
明
言
し
た
逮
邦
議
会
の
合
同
決
議
－
即
ち
、
こ
の
国
は
戦
争
を
行
う
に
つ
い
て
、
い
か
な
る

利
己
的
厨
的
も
持
た
ぬ
と
い
う
意
味
を
も
た
さ
れ
、
精
神
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
ス
ペ
イ
ン
の
領
有
地
に
適
用
さ
れ
る
放
棄
宣
雷
－
の
中
で
誓
約
さ
れ

た
国
家
の
信
条
を
侵
犯
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
我
々
の
第
一
の
義
務
は
、
我
が
国
の
病
弊
を
治
癒
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
が
そ
の
極
め
て
顕
著
な
例
を
呈

し
て
い
る
腐
敗
し
た
政
府
、
労
使
問
の
紛
糾
し
た
関
係
、
無
秩
序
な
通
貨
〔
制
度
〕
、
不
公
正
な
租
税
制
度
、
選
挙
や
立
法
府
で
の
金
力
の
堕
落
的
影
響
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

利
権
と
し
て
の
官
職
の
利
用
、
等
々
。
…
…

アメリカ反帝国主義運動試論（横山）

　
こ
の
決
議
の
意
味
内
容
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
テ
ラ
ー
修
正
を
拡
大
解
釈
し
て
、
そ
の
他
の
ス
ペ
イ
ン
領
植
民
地
に
も
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
（
と
り
わ
け
フ
ィ
リ
ピ

ン
）
の
武
力
併
合
を
否
定
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
ス
ペ
イ
ン
領
植
民
地
へ
の
処
置
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い

な
い
が
、
そ
れ
は
当
然
で
あ
る
。
彼
等
の
立
場
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
併
合
の
拒
否
1
い
わ
ば
、
　
「
つ
き
放
し
」
－
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
へ
の
処

置
に
つ
い
て
考
慮
す
る
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
つ
い
で
、
内
政
改
革
優
先
の
姿
勢
が
極
め
て
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
も
反
帝
運
動
を
貫
く
基
本
的
発
想
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
故
に
と
り
わ
け
銘
記
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
帝
国
主
義
の
現
象
認
識
に
つ
い
て
は
直
接
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
海
外
領
土
の
武
力
併
合
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
察
し
う
る
。
ま

た
、
帝
国
主
義
の
本
質
認
識
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
源
に
つ
い
て
の
認
識
は
全
く
欠
落
し
て
い
る
。
被
害
老
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

が
、
内
政
優
先
が
直
面
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
判
断
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
国
民
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
結
局
、
決
議
は
ス
ト
ー
レ
イ
の

認
識
に
最
も
近
似
し
た
内
容
で
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
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さ
て
、
以
上
、
フ
ァ
ナ
ル
・
ホ
ー
ル
で
の
発
言
や
決
議
を
通
じ
て
、
初
発
に
お
け
る
反
帝
運
動
の
帝
国
主
義
認
識
を
模
索
し
た
が
、
以
下
、

こ
の
会
議
を
構
成
し
た
層
（
グ
ル
ー
プ
）
の
問
題
に
触
れ
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
の
典
型
と
さ
れ
る

ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
と
ボ
ス
ト
ン
の
有
力
労
組
指
導
者
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
が
同
席
し
、
同
じ
演
壇
か
ら
語
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
の

出
席
は
個
人
的
な
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
彼
の
背
後
に
は
ボ
ス
ト
ン
市
労
働
者
の
支
持
が
控
え
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
フ
ァ

ナ
ル
・
ホ
ー
ル
で
の
会
議
の
準
備
に
お
い
て
、
彼
並
び
に
、
彼
と
並
ぶ
ボ
ス
ト
ン
市
労
働
運
動
指
導
老
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
イ
ド
が
尽
力
し
た
こ

と
、
ま
た
、
こ
の
会
議
の
数
日
後
、
　
「
ボ
ス
ト
ン
中
央
労
働
組
合
」
が
「
帝
国
主
義
的
政
策
」
と
、
ハ
ワ
イ
、
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
、
フ
ィ
リ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ン
諸
島
の
併
合
に
反
対
す
る
決
議
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
と
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
の
同
席
は
、
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
と
労
働
者
の
間
の
共
闘
を
象
徴
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

実
は
、
こ
の
両
者
は
、
こ
れ
以
前
よ
り
共
闘
の
経
験
を
も
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
は
、
一
八
九
六
年
置
ヘ
ン
リ
ー
・
C
・

ロ
ッ
ジ
ら
が
州
議
会
を
隔
年
開
会
に
せ
ん
と
画
策
し
た
時
、
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
そ
の
他
の
労
組
指
導
老
と
共
闘
し
て
、
そ
れ
を
阻
止
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

つ
た
。
こ
の
経
験
が
そ
の
ま
ま
フ
ァ
ナ
ル
・
ホ
ー
ル
会
議
に
持
ち
こ
ま
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
と
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
の
共
闘
は
、
決
し
て
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
我
々
は
す
で
に
、
二
人
が
、
帝
国
主
義
の
本

質
認
識
で
は
、
近
似
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
み
た
。
馳
し
か
も
、
実
は
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
は
帝
国
主
義
の
根
源
に
関
す
る
認
識
で
は
マ
ッ

ク
ネ
イ
ル
の
そ
れ
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
は
、
た
し
か
に
、
元
銀
行
家
で
あ
り
、
上
層
市
民
層
に
属
し
て
は
い
た
が
、
独
占
の
根
源
的
脅

威
を
す
で
に
認
識
し
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
九
九
年
出
版
の
自
著
の
中
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。
　
「
全
国
に
興
起
し
た
大
ト
ラ
ス
ト
と
独
占
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

連
邦
議
会
に
そ
の
意
志
を
貫
徹
さ
せ
る
に
は
十
分
な
金
力
を
結
集
し
さ
え
ず
れ
ば
よ
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
一
層
学
び
つ
つ
あ
る
」
、
と
。
こ

の
独
占
認
識
が
、
そ
の
帝
国
主
義
理
解
の
中
枢
に
す
え
ら
れ
た
時
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
帝
国
主
義
理
解
は
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
の
そ
れ
に
完
全

に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
老
の
共
闘
は
、
そ
の
帝
国
主
義
理
解
の
近
似
性
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
フ
ァ
ナ
ル
・
ホ
ー
ル
で
の
会
議
は
、
運
動
の
普
及
、
拡
大
の
た
め
に
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
、
ハ
ス
キ
ン
ズ
、
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
、
パ
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…
ソ
ン
ズ
か
ら
成
る
「
通
信
委
員
会
」
を
任
命
し
た
。
同
委
員
会
は
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
国
民
を
広
範
に
結
集
す
る
こ
と

を
組
織
方
針
と
し
て
い
た
。
こ
の
方
針
は
後
に
結
成
さ
れ
る
「
反
帝
国
主
義
連
盟
」
に
も
一
貫
し
て
受
け
継
が
れ
て
行
く
。
通
信
委
員
会
は
、

九
八
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
、
国
内
の
著
名
人
に
接
触
し
、
帝
國
主
義
に
反
対
し
、
協
力
し
て
く
れ
そ
う
な
各
連
邦
議
会
選
挙
区
の
有
力
者
を
探

し
、
彼
等
に
、
帝
国
主
義
反
対
を
訴
え
る
文
書
を
送
付
し
、
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
地
方
グ
ル
ー
プ
を
結
成
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
又
、
同

委
員
会
は
一
方
で
は
、
様
々
な
政
党
・
宗
教
・
商
業
・
労
働
・
社
会
組
織
に
接
近
し
た
。
委
員
会
の
委
員
は
様
々
な
雑
誌
に
寄
稿
し
、
可
能
な

と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
も
そ
れ
を
出
版
し
た
。
ま
た
、
同
委
員
会
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
に
お
い
て
は
、
　
「
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
改
革
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
の
間
に
協
力
関
係
を
結
ん
だ
。
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2
　
「
反
帝
国
主
義
連
盟
」
結
成

　
一
八
九
八
年
＝
月
一
八
日
よ
り
二
〇
日
に
か
け
て
、
反
帝
通
信
委
員
会
の
招
請
に
応
じ
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
著
名
人
約
五
〇
人
が
、

ボ
ス
ト
ン
の
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
の
事
務
所
に
集
り
、
こ
の
場
で
、
　
「
反
帝
国
主
義
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　
こ
の
結
成
会
議
で
選
出
さ
れ
た
役
員
は
以
下
の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
会
長
ー
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ウ
ト
ウ
ェ
ル
（
元
亨
知
事
、
元
連
邦
議
会
議
員
、
元
閣
僚
）
、
書
記
ー
ウ
ィ
ン
ス
ロ
i
、
財
務
ー
オ
ズ
ボ
ー
ン
。
実
際

活
動
の
中
枢
で
あ
る
執
行
委
員
会
は
上
の
三
人
に
加
え
て
、
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
・
ワ
レ
ン
（
委
員
長
）
、
　
ハ
ス
キ
ン
ズ
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
、
ジ
ェ
イ

ム
ズ
・
P
・
ム
ン
ロ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ン
デ
ィ
コ
ッ
ト
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
J
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
の
九
人
で
構
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は

い
ず
れ
も
ボ
ス
ト
ン
あ
る
い
は
そ
の
近
辺
に
居
住
し
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
公
的
生
活
で
は
積
極
的
な
人
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
連
盟
は
全

国
の
著
名
人
か
ら
成
る
、
名
誉
職
的
副
会
長
職
を
設
定
し
た
。
そ
の
顔
ぶ
れ
は
、
大
独
占
資
本
家
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
か
ら
A
・
F

・
L
・
会
長
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ゴ
ン
パ
ー
ズ
ま
で
、
様
々
な
傾
向
の
改
革
者
、
政
治
家
、
知
識
人
、
労
組
指
導
者
、
農
業
利
益
代
弁
者
、
実
業
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
ど
を
含
み
、
こ
の
運
動
の
基
盤
の
広
範
さ
と
多
様
性
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
た
。
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さ
て
、
反
帝
連
盟
設
立
大
会
で
採
択
さ
れ
た
憲
章
の
中
に
は
そ
の
昌
的
と
会
員
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
た
。
　
「
目
的
”
目
的

は
、
あ
ら
ゆ
る
合
法
的
手
段
を
も
っ
て
、
合
衆
国
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
あ
る
い
は
海
外
の
い
か
な
る
植
民
地
の
獲
得
に
も
反
癒
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
・
●
．
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
会
員
“
そ
の
党
派
の
い
か
ん
に
か
か
わ
り
な
く
、
い
か
な
る
合
衆
国
市
民
も
、
連
盟
の
目
的
に
共
感
す
れ
ば
会
員
に
な
り
う
る
。
」
（
傍
点
筆

者
）　

ま
た
以
下
の
よ
う
な
「
合
衆
国
人
民
へ
の
訴
え
」
を
発
し
、
そ
の
依
っ
て
立
つ
原
則
を
示
し
た
。

62　（412）

　
一
、
　
「
自
由
人
の
真
の
倒
置
国
」
は
そ
の
正
当
な
権
力
を
被
治
者
の
同
意
か
ら
抽
出
し
て
お
り
、
も
し
こ
の
漂
則
が
放
棄
さ
れ
る
な
ら
ば
、

共
和
国
は
名
目
的
に
存
在
す
る
に
す
ぎ
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
二
、
合
衆
国
憲
法
は
従
属
民
保
持
の
規
定
を
も
た
ず
、
市
民
閾
の
階
層
的
区
別
を
認
め
て
い
な
い
。

　
三
、
反
帝
国
主
義
者
は
、
　
「
ス
ペ
イ
ン
領
諸
島
で
の
自
由
を
求
め
る
人
畏
の
英
雄
的
闘
い
に
共
感
を
持
ち
、
そ
れ
故
に
、
支
配
者
の
置
換
に

よ
っ
て
彼
等
か
ら
そ
の
諸
権
利
を
奪
う
こ
と
に
抗
議
す
る
。
偏

　
四
、
究
極
的
に
州
の
資
格
を
賦
与
す
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
目
的
と
し
、
購
入
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
人
口
稀
薄
の
隣
接
地
域
へ
の
自
然
成

長
的
膨
脹
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
、
弱
体
な
敵
か
ら
力
に
よ
っ
て
奪
取
さ
れ
た
海
外
領
土
と
混
同
さ
れ
た
り
、
類
比
さ
れ
た
り
し
て
は

な
ら
ぬ
。

　
五
、
　
「
新
帝
国
主
義
は
、
力
の
法
則
を
う
ち
立
て
、
商
業
的
利
得
と
誤
っ
た
博
愛
を
共
和
国
が
そ
の
基
礎
と
し
て
き
た
健
全
な
諸
原
則
よ
り

上
位
に
お
く
こ
と
」
を
求
め
て
い
る
。

　
六
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
争
は
、
征
殿
の
た
め
に
で
は
な
く
、
　
「
た
だ
人
道
と
自
由
の
た
め
に
の
み
」
戦
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

　
七
、
帝
国
主
義
は
、
　
「
国
内
に
お
け
る
切
迫
し
た
金
融
・
労
働
・
行
政
問
題
の
解
決
を
危
う
く
し
遅
延
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
海
外
紛
争
を
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

や
結
果
さ
せ
る
に
ち
が
い
な
い
。
」
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右
の
「
訴
え
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
留
意
し
て
お
く
べ
き
点
は
、
や
は
り
、
フ
ァ
ナ
ル
・
ホ
ー
ル
の
決
議
と
同
じ
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て

の
具
体
的
措
置
が
言
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
「
つ
き
放
し
」
の
姿
勢
が
読
み
と
れ
る
。

　
さ
て
、
　
「
訴
え
」
は
従
来
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
き
わ
め
て
抽
象
的
な
政
治
原
則
論
、
政
治
体
欄
論
、
憲
法
論
に
立
脚
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
ひ
そ
む
帝
国
主
義
理
解
を
摘
出
し
て
み
よ
う
。
帝
国
主
義
の
現
象
形
態
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
海
外
領
土
を
奪
取
す
る
こ

と
、
憲
章
と
照
合
す
れ
ば
、
具
体
的
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
併
合
す
る
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
次
に
、
帝
国
主
義

の
本
質
認
識
（
根
源
と
被
害
者
）
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
暖
昧
で
あ
る
。
先
ず
根
源
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
被
害
者
に
つ
い
て
も

明
確
で
な
い
が
、
国
内
の
諸
問
題
の
解
決
へ
の
脅
威
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
断
す
れ
ば
、
や
は
り
、
合
衆
国
国
民
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
。
帝
国
主
義
の
第
一
の
被
害
老
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
意
を
あ
げ
て
い
な
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
憲
章
が
会
員
資
格

を
合
衆
国
市
民
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
と
っ
き
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
反
帝
運
動
が
こ
の
時
点
に
お
い
て
む
し
ろ
、
「
ア
メ
リ
カ
の
た
め
の
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
よ
う
。
我
々
は
、
以
後
、
こ
の
よ
う
に
帝
国
主
義
の
本
質
を
国
内
の
視
点
を
第
一
義
と
し
て
捉

え
る
傾
向
を
帝
国
主
義
理
解
の
「
内
向
性
」
と
よ
び
た
い
。
こ
の
帝
国
主
義
理
解
は
、
フ
ァ
ナ
ル
・
ホ
ー
ル
で
の
、
ス
ト
ー
レ
イ
の
言
葉
や
決

議
の
そ
れ
の
域
を
で
な
い
も
の
で
あ
り
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
的
理
解
は
下
部
に
沈
澱
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ

う
。　

さ
て
、
設
立
さ
れ
た
反
帝
連
盟
は
、
反
帝
通
信
委
員
会
以
来
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
よ
り
精
力
的
に
展
開
し
た
。
と
り
わ
け
、
そ
れ
は
、
大
統

領
と
連
邦
議
会
へ
向
け
て
の
大
衆
抗
議
と
大
衆
請
願
、
反
帝
国
主
義
的
文
書
の
発
行
・
配
布
な
ど
に
力
点
を
お
い
て
い
た
。
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
は
、

展
開
し
つ
つ
あ
る
運
動
の
広
範
さ
と
テ
ン
ポ
の
早
さ
に
つ
い
て
友
人
に
こ
う
語
っ
て
い
る
。
　
「
ゴ
ン
パ
ー
ズ
、
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
そ
の
他
の
指
導

的
労
働
改
革
者
が
我
々
と
共
に
あ
る
。
…
…
指
導
的
な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
人
が
手
紙
を
よ
こ
し
た
…
…
グ
レ
ン
ジ
ャ
ー
達
も
ハ
…
バ
ー
ト
・
マ

イ
リ
ッ
ク
の
指
導
の
下
に
我
々
と
共
に
あ
る
。
」
「
我
々
は
…
…
全
国
を
組
織
す
べ
く
極
め
て
速
や
か
に
前
進
し
つ
つ
あ
る
」
、
と
。
実
際
に
、

63　（413）



反
帝
連
盟
の
最
初
の
会
合
に
お
い
て
、
す
で
に
、
　
ボ
ス
ト
ン
と
同
様
の
組
織
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
、
シ
カ
ゴ
と
の
連
絡
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
て
い
た
し
、
ボ
ス
ト
ン
の
組
織
に
つ
い
て
の
新
聞
解
説
を
み
た
多
く
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

人
が
、
支
部
連
盟
を
結
成
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
全
国
か
ら
手
紙
を
よ
せ
て
い
た
。
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3
　
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
動
向

　
一
八
九
六
年
大
統
領
選
挙
で
、
銀
貨
自
由
鋳
造
と
反
ト
ラ
ス
ト
を
争
点
に
掲
げ
て
戦
っ
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
、
米
西
戦
争
そ
の
も
の
は
人
道
の

た
め
の
戦
い
と
み
な
し
、
自
ら
兵
役
を
志
願
し
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
連
隊
を
組
織
し
待
機
し
て
い
た
が
、
帝
国
主
義
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
早
く
も
、

フ
ァ
ナ
ル
・
ホ
ー
ル
会
議
の
前
日
、
一
八
九
八
年
六
月
一
四
日
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
オ
マ
ハ
に
お
い
て
行
っ
た
演
説
の
中
で
、
要
約
す
れ
ば
次
の

よ
う
な
見
解
を
表
明
し
て
い
た
。

　
一
、
人
道
の
た
め
の
戦
い
は
征
服
の
た
め
の
戦
争
へ
堕
し
て
は
な
ら
ぬ
。
二
、
統
治
は
そ
の
正
当
な
権
力
を
被
治
者
の
同
意
か
ら
抽
出
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
る
。
三
、
合
衆
国
の
人
種
的
同
質
性
の
保
持
等
々
。

　
そ
の
多
く
の
部
分
が
フ
ァ
ナ
ル
・
ホ
ー
ル
で
確
認
さ
れ
た
原
則
と
一
致
す
る
た
め
、
こ
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
避
雷
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
反
帝
国
主

義
老
に
好
感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
彼
等
の
中
に
は
、
早
く
も
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
の
連
合
に
期
待
を
か
け
る
も
の
も
現
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
反
帝

運
動
の
機
関
紙
的
存
在
で
あ
っ
た
「
ボ
ス
ト
ン
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
」
紙
は
、
一
八
九
六
年
に
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
に
反
対
し
た

の
だ
が
、
こ
の
演
説
の
あ
と
で
は
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
「
偉
大
な
中
西
部
」
と
「
東
端
部
」
を
、
　
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
へ
の
迎
え
火
を
放
つ
こ

と
」
に
お
い
て
統
一
さ
せ
た
と
し
て
、
こ
れ
を
大
い
に
賞
揚
し
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
！
ド
は
、
　
「
マ
サ
チ
ュ
…
セ
ッ
ツ
の
…
…
民
主
党

員
へ
の
訴
え
」
に
お
い
て
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
や
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
例
を
引
き
つ
つ
、
民
主
党
は
、
こ
れ
ら
の
（
帝
国
主
義
に
伴
う
）
諸
悪
か
ら

逃
れ
る
た
め
の
「
唯
一
の
希
望
」
で
あ
る
と
し
、
　
「
我
々
は
、
互
い
の
相
違
を
不
問
に
付
し
、
…
…
崇
高
な
大
義
に
か
け
る
努
力
を
統
一
し
え

ぬ
の
か
」
、
と
、
通
貨
問
題
を
棚
上
げ
に
し
て
、
反
帝
国
主
義
に
お
い
て
統
一
す
る
こ
と
を
訴
え
た
。
彼
は
す
で
に
、
民
主
党
と
の
連
合
を
明



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

確
に
志
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
…
ド
の
願
い
は
、
早
く
も
、
一
八
九
八
年
秋
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
で
の
中
間
選
挙
に
お
い
て
部
分
的
に
実
現
さ
れ
た
。
つ

ま
り
、
州
民
主
党
大
会
は
、
　
「
帝
国
主
義
へ
の
妥
協
な
き
反
対
」
を
決
議
し
、
反
帝
国
主
義
の
立
場
に
立
つ
「
ボ
ス
ト
ン
中
央
労
働
組
合
」
の

ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
イ
ド
を
州
官
房
長
官
候
補
に
指
名
し
た
。
彼
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
併
合
反
対
と
植
民
地
の
安
価
な
労
働
力
が
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

労
働
者
に
も
た
ら
す
脅
威
に
つ
い
て
精
力
的
に
説
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
八
九
八
年
一
二
月
二
二
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
サ
バ
ン
ナ
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
除
隊
直
後
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
以
下

の
よ
う
に
語
っ
た
。
や
や
長
く
な
る
が
引
用
し
て
み
よ
う
。
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「
…
…
我
々
の
反
対
者
は
、
帝
国
主
義
と
膨
脹
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
等
は
ま
た
西
半
球
に
お
け
る
膨
脹
と
、
我
々
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
東
洋
に
お

け
る
係
争
に
ひ
き
こ
む
膨
脹
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
等
は
、
将
来
の
定
住
の
た
め
に
隣
接
領
土
を
獲
得
す
る
膨
脹
と
、
将
来
の
蝦
従
の
た

め
に
異
民
族
を
獲
得
す
る
膨
脹
と
を
区
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
条
約
の
批
准
に
対
し
て
は
戦
う
べ
ぎ
だ
と
考
え
て
い
る
人
々
も
い
る
。
し
か
し
、
私
は
、

む
し
ろ
他
の
方
針
を
採
る
。
も
し
、
条
約
が
否
決
さ
れ
た
な
ら
ば
、
交
渉
が
凝
た
に
な
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ず
、
我
々
は
自
ら
の
考
え
に
従
っ
て
問
題
を
解
決
す

る
の
で
は
な
く
、
外
交
に
よ
っ
て
そ
れ
を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
…
…
。
私
は
思
う
の
だ
が
、
条
約
を
批
准
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
、
戦
争
を
終
結
さ

せ
、
そ
れ
か
ら
、
問
題
を
我
々
自
身
の
や
り
方
で
扱
う
方
が
容
易
で
あ
ろ
う
。
…
…
大
統
領
は
、
そ
の
教
書
に
お
い
て
、
キ
ュ
ー
バ
を
占
領
す
る
に
つ
い
て

の
我
々
の
唯
一
の
目
的
は
安
定
し
た
統
治
を
確
立
し
、
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
を
キ
ェ
ー
バ
人
民
に
移
管
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
連
邦
議
会
は
、
キ

ュ
ー
バ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
目
的
を
再
確
認
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
ポ
ー
ト
・
リ
コ
に
つ
い
て
も
同
じ
目
的
を
主
張
で
き
る
。
…
…
我
々
は
与
え
る
奉
仕
の
代

償
と
し
て
、
ポ
ー
ト
・
リ
コ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
港
湾
と
給
炭
所
を
保
持
す
べ
き
で
あ
る
。
我
々
が
キ
ュ
ー
バ
に
対
し
て
も
同
様
の
租
借
を
求
め
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
正
当
と
い
う
も
の
だ
。

　
人
々
が
ま
だ
独
立
し
た
統
治
へ
の
願
望
を
何
も
表
明
し
て
い
な
い
ポ
ー
ト
．
リ
コ
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
、
も
し
、
そ
の
市
民
が
併
合
を
望
む
な
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ら
ば
、
併
合
の
意
志
を
蓑
明
し
て
も
正
豪
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
　
〔
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
〕
人
々
が
そ
れ
を
望
ん
だ
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

り
に
も
遠
隔
で
あ
り
、
人
々
は
我
々
と
は
余
り
に
も
異
っ
て
お
り
、
併
合
さ
れ
え
な
い
。
」

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
余
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以
上
の
引
用
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
は
っ
き
り
と
条
約
の
批
准
を
支
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
抱
い
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
へ
の
措
置
に
つ
い
て
の
方
針
は
、
ま
ず
条
約
を
批
准
し
、
そ
の
の
ち
、
合
衆
国
の
目
的
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
安
定
し
た
統
治
を
確
立
し
た
の

ち
、
独
立
を
与
え
、
撤
退
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
蓄
明
を
連
邦
議
会
が
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
次
に
、
サ
バ
ン
ナ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
、
そ
れ
に
、
こ
の
後
、
一
八
九
九
年
二
月
六
日
の
条
約
批
准
ま
で
に
ブ
ラ
イ
ア
ン
が

帝
国
主
義
の
問
題
に
つ
い
て
行
っ
た
発
讐
口
を
補
い
つ
つ
、
彼
の
帝
国
主
義
理
解
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
帝
国
主
義
の
現
象
形
態
を
彼
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
。
一
八
九
九
年
一
月
九
臼
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
紙

へ
の
一
文
の
中
で
彼
は
、
「
〔
海
外
領
土
に
対
す
る
〕
保
護
の
下
で
可
能
な
貿
易
関
係
は
、
力
に
よ
る
併
合
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
る
そ
れ
よ
り
も
、

合
衆
国
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
、
と
の
べ
、
ま
た
一
月
一
五
日
同
紙
に
、
「
彼
等
〔
帝
国
主
義
者
〕
は
、
貿
易
が
国
旗
〔
主
権
の

こ
と
〕
の
あ
と
に
従
う
。
よ
り
広
い
市
場
こ
そ
が
併
合
の
結
果
で
あ
ろ
う
と
語
る
。
…
…
し
か
し
、
通
商
は
コ
ス
ト
の
問
題
で
あ
り
、
旗
の
類

い
の
問
題
で
は
な
い
と
答
え
て
よ
か
ろ
う
。
…
…
併
合
は
ア
メ
リ
カ
資
本
の
投
資
の
た
め
の
新
分
野
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

も
し
、
投
資
の
た
め
の
余
剰
資
金
が
あ
れ
ば
、
な
ぜ
、
農
地
の
購
入
、
国
内
事
業
開
発
、
外
国
資
本
の
代
替
に
使
用
さ
れ
な
い
の
か
…
…
」
、

　
　
　
⑲

と
論
じ
た
。

　
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
、
帝
国
主
義
の
現
象
形
態
を
、
西
半
球
以
外
に
お
け
る
海
外
領
土
の
政
治
的
支
配
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
こ
れ
ら
海
外
領
土
に
お
い
て
租
借
さ
れ
た
港
湾
や
給
炭
所
を
利
用
し
て
の
、
あ
る
い
は
保
護
下
で
の
貿
易
の
膨
脹
自
体
は
肯
定
さ
れ
て
い

る
。
政
治
的
支
配
を
伴
わ
ぬ
投
資
に
つ
い
て
は
肯
定
さ
れ
そ
う
に
み
え
る
が
、
資
本
そ
の
も
の
が
公
共
的
有
用
性
を
も
つ
も
の
と
誤
解
さ
れ
て

い
る
た
め
否
定
さ
れ
、
む
し
ろ
そ
の
国
内
転
用
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
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さ
て
次
に
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
帝
国
主
義
本
質
理
解
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
　
一
八
九
八
年
＝
一
月
三
一
日
、
出
身
地
ネ

ブ
ラ
ス
カ
州
リ
ン
カ
ー
ン
で
の
演
説
で
、
　
「
帝
国
主
義
は
そ
の
発
源
を
義
務
に
で
は
な
く
ド
ル
に
持
つ
も
の
で
あ
る
。
若
干
の
投
機
家
に
搾
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
機
会
を
与
え
る
た
め
に
、
増
大
し
た
税
を
わ
が
人
畏
に
担
わ
せ
る
こ
と
は
我
々
の
責
務
で
は
な
い
」
、
と
端
的
に
、
根
源
H
ド
ル
ー
投
機
家

と
捉
え
、
被
害
者
瓠
国
内
人
民
と
措
定
し
て
い
る
。
こ
の
定
式
化
は
、
そ
の
他
の
発
き
口
に
よ
っ
て
一
層
明
瞭
化
す
る
。

　
「
力
に
よ
る
併
合
は
『
犯
罪
的
侵
略
』
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は
そ
の
値
す
る
も
の
以
上
に
高
く
つ
く
。
全
人
民
が
そ
の
費
用
を
支
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
一
方
で
、
一
握
り
の
人
々
が
全
利
得
を
獲
得
す
る
。
」
あ
る
い
は
、
「
勤
労
者
が
、
合
衆
国
の
農
場
や
工
場
で
の
東
洋
入
と
の
競
争
と
い
う
見

込
み
に
対
し
、
あ
か
ら
さ
ま
な
驚
き
を
も
っ
て
み
る
の
は
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
」
さ
ら
に
、
「
併
合
の
間
接
的
犠
牲
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

重
大
な
国
内
問
題
が
解
決
を
せ
い
て
い
る
。
我
々
に
は
、
必
要
も
な
い
の
に
海
外
の
紛
争
に
首
を
突
っ
込
む
べ
く
、
そ
れ
ら
を
無
視
す
る
余
裕

が
あ
る
の
か
2
」
ま
た
、
　
「
特
殊
利
益
が
自
ら
の
ま
わ
り
に
法
的
防
塁
を
め
ぐ
ら
せ
、
生
産
的
産
業
か
ら
増
大
す
る
税
を
搾
取
し
て
い
る
時
に
、

大
部
分
の
人
々
が
、
　
『
天
命
』
の
夢
想
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
P
」
　
「
遠
隔
の
諸
島
で
『
誰
が
国
旗
を
降
そ
う
か
～
』

と
い
う
問
い
が
公
衆
の
注
意
を
〔
国
内
〕
問
題
か
ら
そ
ら
し
て
い
る
限
り
独
占
は
安
全
に
繁
栄
し
う
る
し
、
そ
の
時
、
誰
が
国
内
で
ト
ラ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
根
絶
し
よ
う
か
？
」
　
「
経
済
問
題
に
か
え
て
条
約
を
め
ぐ
る
論
争
を
お
く
こ
と
は
人
民
に
何
を
失
わ
せ
る
の
か
P
」
等
々
。

　
以
上
の
引
用
で
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
き
わ
め
て
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
で
は
あ
る
が
、
帝
国
主
義
の
根
源
を
独
占
（
ト
ラ
ス
ト
、
特
殊
利
益
）
と
し

て
感
知
し
、
そ
の
第
一
の
被
害
者
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
民
で
は
な
く
、
直
接
的
・
間
接
的
打
撃
を
こ
う
む
る
国
内
の
人
民
一
勤
労
者
と
考
え
て
い

た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
実
は
こ
の
把
握
は
銀
貨
、
ト
ラ
ス
ト
を
め
ぐ
る
彼
の
理
解
と
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
敵
と
し
て
の
独
占
と
、
味

方
一
被
害
者
と
し
て
の
国
内
人
民
と
い
う
二
元
論
と
同
じ
枠
内
で
帝
国
主
義
の
問
題
が
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
に
あ
っ
て
は
帝
国
主

義
と
は
こ
の
「
独
占
一
国
内
人
民
」
と
い
う
根
本
的
矛
盾
が
、
外
交
政
策
を
媒
介
に
し
て
さ
ら
に
噴
出
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
結
局
、

彼
の
帝
国
主
義
本
質
理
解
は
大
枠
と
し
て
は
既
に
述
べ
た
「
内
向
性
」
の
論
理
で
あ
る
が
、
二
元
論
的
展
開
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
中

で
も
特
殊
な
「
国
内
完
結
性
」
と
で
も
よ
び
う
る
質
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
、
国
内
人
民
を
直
接
救
済
す
る
国
内
政
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治
の
優
先
を
明
言
し
、
海
外
領
土
の
処
置
を
め
ぐ
る
問
題
を
迅
速
に
処
理
し
、
従
来
か
ら
の
銀
貨
、
ト
ラ
ス
ト
な
ど
国
内
問
題
に
関
る
彼
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

本
的
争
点
に
集
中
す
る
た
め
、
条
約
批
准
の
促
進
を
提
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
彼
の
帝
国
主
義
形
態
理
解
は
反
帝
連
盟
全
体
の
立
場
と
一
致
し
て
い
る
。
本
質
認
識
に
つ
い
て
は
、
問
題
（
被
害
あ
る
い
は
被
害
者
）
は
国
内

に
あ
る
と
す
る
点
、
い
わ
ば
、
そ
の
論
理
の
「
内
向
性
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
た
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
根
源
一
主
敵
の
認
識
で
は
、

連
盟
全
体
の
立
場
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
的
認
識
に
近
似
す
る
。
実
は
こ
こ
に
こ
そ
、
こ
の
両
者
が
特

殊
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
に
お
い
て
若
干
の
共
闘
の
実
績
を
持
ち
、
の
ち
の
一
九
〇
〇
年
選
挙
に
お
い
て
、
様
々
な
困
難
を
か
か
え
つ
つ
も
全
国

的
な
意
味
を
も
つ
連
合
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
の
論
理
的
共
通
基
盤
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
ブ
ラ
イ
ア
ン
も
反
帝
連
盟
も
と
も
に
国
内
問
題
優
先
の
姿
勢
で
は
一
致
し
て
い
た
と
は
い
う
も
の
の
、
た
だ
一
つ
重
大
な
相
違
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
反
帝
連
盟
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
併
合
拒
否
を
い
う
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
そ
の
処
置
に
つ
い
て
具
体
策
を
提
起
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
暫
定
的
保
護
領
化
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
　
そ
の
下
で
、
貿
易
の
拡
大
な
ど
の
実
利
を
保
証
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
背
後
に
控
え
て
い
た
階
層
の
中
に
、
市
場
の
拡
大
を
望
む
西
部
、
南
部
の
農
業
利
益
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
へ
の
配
慮
と
も
と
れ
よ
う
。
；
q
に
し
て
い
え
ば
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
常
に
、
自
ら
の
背
後
に
あ
る
と
彼
が
信
ず
る
ア
メ
リ
カ
の

「
人
民
」
の
利
害
を
考
慮
の
中
心
に
す
え
る
、
極
め
て
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
政
治
家
で
あ
り
、
こ
の
点
、
抽
象
論
や
理
想
論
に
依
拠
し
が
ち
な

い
わ
ゆ
る
「
反
帝
国
主
義
者
」
と
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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4
　
条
約
批
准
を
め
ぐ
る
連
邦
議
会
論
戦

　
一
二
月
一
〇
日
パ
リ
で
調
印
さ
れ
た
米
一
西
間
の
講
和
条
約
の
批
准
阻
止
に
向
け
、
反
帝
運
動
は
連
邦
議
会
へ
照
準
を
合
わ
せ
た
極
め
て
大

衆
的
な
闘
い
を
展
開
し
た
。
運
動
は
発
祥
地
ボ
ス
ト
ン
の
み
な
ら
ず
全
国
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
、
階
層
に
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。
＝
｝
月
半
ば
、

反
帝
連
盟
執
行
委
員
会
は
三
〇
州
以
上
に
お
い
て
支
部
が
結
成
さ
れ
た
と
報
告
し
て
い
た
。
労
働
組
合
も
呼
応
し
て
い
た
。
ボ
ス
ト
ン
、
ス
プ



アメリカ反帝国主義運動試論（横山）

リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
オ
ハ
イ
オ
の
中
央
労
働
団
体
が
反
膨
脹
決
議
を
あ
げ
、
ゴ
ン
パ
ー
ズ
も
A
・
F
・

L
・
全
国
大
会
で
条
約
批
准
阻
止
の
決
意
を
表
明
し
て
い
た
。
ま
た
、
海
外
領
土
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
農
平
物
と
の
競
争
を
恐
れ
る
西
部
・
南

部
の
砂
糖
キ
ビ
、
ビ
ー
ト
、
タ
バ
コ
、
米
な
ど
の
生
産
者
も
、
マ
イ
リ
ッ
ク
の
農
業
紙
な
ど
に
代
弁
さ
れ
つ
つ
、
地
元
出
身
の
上
院
議
員
へ
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

対
へ
の
圧
力
を
か
け
て
い
た
。
上
院
で
は
ホ
ー
ア
が
、
反
帝
連
盟
の
手
に
な
る
あ
わ
せ
て
約
五
千
人
の
署
名
つ
き
の
反
対
講
願
を
提
出
し
た
。

　
さ
て
、
条
約
は
一
八
九
九
年
一
月
四
日
上
院
外
交
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
以
前
よ
り
始
っ
て
い
た
、
海
外
領
土
併
合
を
め
ぐ
る
連
邦

議
会
論
戦
で
は
、
特
に
、
南
部
、
西
部
の
民
主
党
議
員
を
中
心
に
、
軍
備
強
化
に
よ
る
人
民
負
担
の
増
大
、
移
民
の
流
入
の
脅
威
、
商
業
利
益

の
見
込
み
の
な
い
こ
と
、
膨
脹
は
ア
メ
リ
カ
人
民
を
搾
取
す
べ
く
、
金
権
的
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
政
府
に
よ
っ
て
仕
組
ま
れ
た
陰
謀
で
あ
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

植
民
地
政
策
の
憲
法
上
の
問
題
な
ど
の
論
点
が
提
起
さ
れ
た
。
連
邦
議
会
論
戦
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
一
八
九
九
年
一
月
九
日
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ホ

ー
ア
の
上
院
演
説
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
ア
の
演
説
内
容
を
紹
介
す
る
前
に
こ
の
入
物
の
反
帝
運
動
へ
の
取
り
組
み
の
姿
勢
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ

う
。
そ
も
そ
も
ホ
ー
ア
は
こ
の
運
動
を
個
人
的
に
、
連
邦
議
会
論
戦
を
通
じ
て
の
み
闘
う
意
向
を
持
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
彼
は
反
帝
連
盟
の

結
成
会
議
に
も
招
待
を
う
け
な
が
ら
出
席
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
彼
は
反
帝
連
盟
の
存
在
を
否
定
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
情
報
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ン
タ
ー
と
し
て
の
意
義
の
み
を
認
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。
さ
て
、
議
員
席
と
傍
聴
席
に
あ
ふ
れ
た
聴
衆
を
前
に
行
っ
た
演
説
の
核
心
に
お
い
て

彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
我
々
が
図
取
り
扱
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
は
、
分
離
し
て
お
り
、
明
瞭
に
異
な
る
、
人
口
算
額
な
一
民
族
と
、
今
後
、
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ

て
居
住
さ
れ
ず
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
編
入
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
た
め
に
、
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
目
的
を
果
し
、
執
行
す
る
こ
と
に
参
加
し
な
い

一
領
土
を
、
そ
の
同
意
な
く
、
ま
た
そ
の
意
志
に
反
し
て
征
服
し
、
統
治
す
る
こ
と
を
連
邦
議
会
は
許
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、
こ
の
民
族
を
、

合
衆
国
人
民
の
、
　
一
般
的
福
利
、
共
通
の
防
衛
、
よ
り
平
和
的
統
一
、
よ
り
麗
な
る
自
由
な
ど
の
た
め
に
で
は
な
く
、
統
治
さ
れ
る
民
族
に
そ

の
意
志
に
反
し
て
授
与
さ
れ
る
何
ら
か
の
現
実
の
、
あ
る
い
は
空
想
上
の
恩
恵
の
た
め
に
、
こ
の
民
族
を
征
服
し
、
支
配
し
、
統
治
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
連
邦
議
会
は
許
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。
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彼
は
、
戦
略
的
、
経
済
的
、
民
族
的
、
気
候
的
理
由
で
の
併
合
反
対
も
唱
え
た
が
、
引
用
し
た
部
分
に
も
み
ら
れ
る
、
極
め
て
抽
象
的
な
政

治
原
則
論
を
そ
の
主
要
な
反
対
の
論
拠
と
し
て
い
た
。
こ
の
論
議
は
反
帝
運
盟
の
公
式
言
明
や
ス
ト
ー
レ
イ
の
発
言
と
重
な
り
合
う
が
、
そ
れ

ら
よ
り
も
一
層
抽
象
的
で
あ
る
。
見
る
限
り
の
発
言
で
は
、
や
は
り
、
彼
も
、
西
半
球
以
外
の
海
外
領
土
の
政
治
的
支
配
（
併
合
）
を
帝
国
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
形
態
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
本
質
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
引
用
文
後
半
よ
り
判
断
す
れ
ば
、
彼
の
究
極
的
な
関
心
は
、

海
外
領
土
の
民
族
の
自
由
に
で
は
な
く
、
国
内
に
お
け
る
自
由
の
維
持
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
彼
も
ま
た
、
被
害
は
国
内
に
あ
る

と
み
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
根
源
認
識
に
つ
い
て
は
全
く
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
帝
国
主
義
把
握
は
反
帝
連
盟
の
公
式
声
明
、
あ
る
い
は
ス
ト
ー
レ
イ
の
発
言
な
ど
と
一
致
す
る
。

　
二
月
六
日
の
採
択
に
お
い
て
、
条
約
は
五
六
対
二
七
で
批
准
さ
れ
た
。
こ
れ
は
批
准
に
必
要
な
三
分
の
二
の
多
数
を
僅
か
一
票
超
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。
賛
成
票
の
大
部
分
は
共
和
党
議
員
に
よ
っ
て
投
ぜ
ら
れ
た
。
反
対
票
の
大
部
分
は
民
主
党
議
員
に
よ
っ
て
投
ぜ
ら
れ
た
が
、
ホ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
他
二
名
の
共
和
党
議
員
も
反
対
に
ま
わ
っ
て
い
た
。
反
対
し
た
民
主
党
議
員
の
三
分
の
二
以
上
は
南
部
あ
る
い
は
境
界
州
出
身
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
膨
脹
主
義
者
の
ヘ
ン
リ
ー
・
C
・
ロ
ッ
ジ
に
、
　
「
我
々
が
知
る
う
ち
で
最
も
接
近
し
た
、
最
も
苦
し
い
闘
い
だ
っ
た
」
と
言
わ
せ
た
批
准
阻

止
の
闘
い
は
終
っ
た
。
た
し
か
に
、
敗
北
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
反
帝
運
動
は
そ
の
闘
い
の
第
一
幕
を
終
え
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
一

期
反
帝
運
動
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
対
応
は
併
合
拒
否
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
運
動
形
態
は
、
大
衆
的
裾
野
を
も
ち
な
が
ら
も
、
結
局
は
議
会
論

争
と
い
う
狭
い
枠
に
収
敏
し
て
行
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
最
大
公
約
数
的
帝
国
主
義
理
解
は
、
少
く
と
も
帝
国
主
義
な
る
も
の
の

現
象
形
態
は
海
外
領
土
の
武
力
に
よ
る
政
治
支
配
で
あ
り
、
そ
の
最
大
の
被
害
者
は
ア
メ
リ
カ
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
国
民
で
あ
る
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　
ホ
…
ア
の
議
会
演
説
は
た
し
か
に
、
こ
の
期
の
反
帝
運
動
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
こ
そ
は
、
こ
の
期
の
反
帝
運
動
の
有
し

て
い
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
処
置
策
、
運
動
形
態
論
、
帝
国
主
義
理
解
の
そ
れ
ぞ
れ
の
最
大
公
約
数
、
し
た
が
っ
て
限
界
を
体
現
す
る
の
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
我
々
は
す
で
に
、
反
帝
運
動
内
に
は
、
そ
の
運
動
形
態
論
、
帝
国
主
義
理
解
に
お
い
て
、
ホ
ー
ア
に
示
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さ
れ
た
最
大
公
約
数
的
見
解
を
打
破
す
る
部
分
の
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

な
状
況
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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お
■
な
お
、
ウ
ィ
ソ
ス
ロ
ー

　
は
実
業
家
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
は
元
将
校
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
出
版
業
者
、
ア
ト
キ
ン
ソ

　
ソ
は
元
実
業
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、
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改
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者
グ
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ダ
ム
ズ
H
世
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会
長
に
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ア
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、
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レ
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、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
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ド
等
も
含
ま
れ
て
い
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が
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も
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ろ
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、
彼
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ス
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改
革
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グ
ル
ー
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含
ま
れ
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。
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ソ
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、
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著
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、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
は
弁
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士
、
エ
ン
デ
イ
コ
ッ
ト
は
会
社
役
員
。
ま
た
副
会
長
は
最
初
一
八
人
目
一
八
九
九

　
年
秋
に
は
四
三
人
に
増
え
た
が
、
そ
の
中
で
そ
の
他
目
立
っ
た
人
々
は
、
チ
ャ
ー

彼
等
を
ふ
く
め
て
、
第
一
期
反
帝
運
動
は
た
し
か
に
未
分
化
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・
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反
戦
運
動
の
局
面
（
一
八
九
九
年
二
月
一
一
八
九
九
年
一
〇
月
）

　
1
　
反
帝
運
動
の
拡
大
及
び
反
戦
運
動
化

　
条
約
批
准
阻
正
の
闘
い
は
た
し
か
に
敗
北
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
反
帝
運
動
が
終
息
し
た
か
と
い
え
ば
、
事
態
は
全
く
逆
で
あ
っ
た
。

　
一
八
九
九
年
二
月
四
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
郊
外
で
、
以
前
よ
り
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
軍
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
軍
が
戦
闘

状
態
に
入
っ
た
。
こ
の
戦
争
勃
発
は
ア
メ
リ
カ
側
に
よ
っ
て
用
意
周
到
に
仕
組
ま
れ
、
最
初
に
発
砲
し
た
の
も
ア
メ
リ
カ
側
で
あ
る
こ
と
は
今

　
　
　
　
　
　
①

日
明
ら
か
で
あ
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
争
の
勃
発
は
、
条
約
批
准
阻
止
の
闘
い
の
敗
北
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
帝
運
動
を
こ
れ
ま
で
に
な
く
熱
っ
ぽ
い
、
大
衆
的
な

拡
が
り
を
も
っ
た
運
動
へ
と
高
揚
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
早
く
も
、
二
月
七
日
、
反
帝
運
動
の
も
う
一
つ
の
機
関
紙
と
化
し
て
い
た
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
レ
パ
ブ
リ
カ
ン
」
紙
は
次
の
よ
う

に
論
じ
た
。
条
約
の
批
准
は
何
も
解
決
さ
せ
て
い
な
い
。
併
合
問
題
は
未
解
決
で
あ
り
、
公
衆
の
対
論
に
よ
っ
て
く
つ
が
え
す
こ
と
が
で
き
る
。

合
衆
国
は
戦
闘
を
停
止
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
反
乱
者
と
公
の
交
渉
を
開
く
べ
き
だ
。
　
「
彼
等
の
と
こ
ろ
へ
行
け
。
そ
し
て
、
彼
等
の
同
意
に
基

か
ぬ
併
合
を
目
論
ん
で
は
い
な
い
と
明
言
せ
よ
。
合
衆
国
の
政
策
は
、
彼
等
に
自
ら
統
治
す
る
国
家
を
形
成
さ
せ
、
そ
の
の
ち
撤
退
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
あ
る
と
明
言
せ
よ
」
、
と
。

　
ま
た
、
二
月
一
〇
日
、
反
帝
連
盟
は
ボ
ス
ト
ン
で
一
般
集
会
を
も
っ
た
。
こ
の
集
会
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
即
時
停
戦
と
、
連
邦
議
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③

会
に
よ
る
、
同
諸
島
に
対
す
る
自
治
と
独
立
の
賦
与
の
誓
約
を
要
求
し
た
決
議
が
、
　
「
大
き
な
熱
狂
の
う
ち
に
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
」

　
こ
の
期
、
連
盟
は
と
り
わ
け
労
働
者
・
農
民
の
組
織
化
に
努
め
た
。
例
え
ば
、
三
月
二
一
日
、
ボ
ス
ト
ン
で
開
か
れ
た
公
衆
集
会
で
は
、
ゴ

ン
パ
ー
ズ
、
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
イ
ド
な
ど
有
力
労
組
詣
導
者
が
演
壇
に
立
っ
た
。
そ
の
中
で
、
ゴ
ン
パ
ー
ズ
は
、
労
働
者
に
よ

る
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
向
け
の
武
器
・
軍
備
製
造
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
ら
示
唆
し
た
。
ま
た
、
　
「
労
働
騎
士
団
」
の
財
政
部
長
で
あ
り
、
反
帝
国
主
義

の
立
場
を
と
る
ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
ズ
も
自
ら
労
働
者
向
け
の
反
帝
国
主
義
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
労
働
者
に
訴
え
て
い
た
。
し
か
し
、
反
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

連
盟
へ
の
労
働
者
の
参
加
は
有
力
指
導
者
の
域
を
な
か
な
か
出
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
運
動
は
本
拠
ボ
ス
ト
ン
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
国
に
拡
延
し
た
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
…
を
結
集
し
、
誇
示
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の

契
機
と
す
べ
く
、
一
八
九
九
年
四
月
、
ボ
ス
ト
ン
と
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
、
、
二
つ
の
大
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
ず
、
四
月
四
日
の
ボ
ス
ト
ン
集
会
は
バ
ゥ
ト
ウ
ェ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
、
ウ
ィ
ン
ス
μ
…
、
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
等
、
フ
ァ
ナ
ル
・
ホ
ー

ル
会
議
以
来
の
ボ
ス
ト
ン
の
有
力
指
導
者
の
参
加
、
著
名
な
マ
ッ
グ
ワ
ン
プ
や
「
ボ
ス
ト
ン
中
央
労
働
組
合
」
な
ど
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

を
得
て
開
会
さ
れ
た
。

　
主
弁
士
で
あ
る
バ
ウ
ト
ウ
ェ
ル
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
戦
闘
は
「
侵
略
的
で
、
不
正
義
で
野
蛮
な
戦
争
」
で
あ
る
、
我
々
は
、
以
前
の
盟
友

を
現
実
に
裏
切
っ
て
い
る
と
非
難
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
戦
闘
の
即
時
実
正
、
諸
国
家
の
中
で

独
立
・
対
等
の
国
家
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
統
治
を
自
ら
形
成
す
る
に
際
し
て
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
へ
の
援
助
、
の
二
つ
を
要
求
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
を
連
盟
の
基
本
方
針
と
し
て
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
を
盛
り
こ
ん
だ
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

　
実
は
、
こ
の
集
会
の
背
景
に
お
い
て
、
ボ
ス
ト
ン
改
革
老
グ
ル
ー
プ
と
ホ
ー
ア
と
の
乖
離
が
表
面
化
し
て
い
た
。
パ
ウ
ト
ウ
ェ
ル
、
ウ
ィ
ン

ス
ロ
ー
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
、
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
等
が
ホ
ー
ア
に
こ
の
集
会
の
議
長
と
し
て
出
席
す
る
よ
う
懇
請
し
た
の
に
対
し
、
彼
は
こ
れ

を
拒
否
し
た
。
ホ
ー
ア
の
拒
否
は
他
で
も
な
い
、
彼
の
反
帝
活
動
の
形
態
が
き
わ
め
て
個
人
的
で
議
会
闘
争
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
に
由
来
し
て
い
た
。
こ
こ
に
、
上
記
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
の
広
範
な
国
民
運
動
構
想
と
の
矛
盾
が
あ
っ
た
。
事
実
ボ
ス
ト
ン
で
は
彼
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の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
に
対
し
、
反
帝
運
動
の
発
展
を
妨
げ
、
　
「
古
巣
の
陣
営
〔
共
和
党
〕
に
手
こ
こ
ろ
を
加
え
る
」
も
の
だ
と
い
う
批
判
の
声
が

　
　
　
　
　
⑥

あ
が
っ
て
い
た
。

　
さ
て
、
一
方
、
シ
カ
ゴ
の
大
集
会
は
四
月
三
〇
日
約
三
千
入
の
参
加
を
得
て
催
さ
れ
た
。
同
集
会
は
「
リ
バ
テ
ィ
ニ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
呼

ば
れ
、
そ
の
昌
的
は
、
　
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
、
と
く
に
力
に
よ
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
の
住
民
を
従
属
さ
せ
ん
と
す
る
合
衆
国
の
試
み
に
抗

議
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
た
。
主
要
な
呼
び
か
け
人
は
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
総
長
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
、
著
名
な
社
会
改
革
老
ジ

ェ
ー
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
、
法
律
家
で
、
こ
の
の
ち
全
国
的
に
も
有
力
な
反
帝
運
動
指
導
者
と
な
る
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
で
あ
り
、
議
長
は
ロ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ヤ
ー
ズ
が
務
め
た
。
参
加
老
は
中
西
部
の
学
老
、
聖
職
老
、
社
会
事
業
家
を
主
体
に
し
て
い
た
。

　
岡
集
会
で
採
択
さ
れ
た
決
議
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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「
…
…
我
々
は
、
統
治
は
そ
の
正
当
な
権
力
を
被
治
者
の
同
意
か
ら
抽
出
し
て
い
る
と
愚
な
お
主
張
す
る
。
…
…
我
々
は
、
ア
メ
リ
カ
人
命
の
犠
牲
を
思

い
や
り
、
全
国
斑
と
と
も
に
悲
し
む
。
…
…
我
々
は
、
政
府
が
こ
の
犠
牲
を
も
た
ら
す
状
況
を
作
り
出
し
た
の
だ
と
主
張
す
る
。
…
…
我
々
は
ス
ペ
イ
ン
流

の
方
法
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
帝
国
の
拡
張
に
抗
議
し
、
ス
ペ
イ
ン
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
我
々
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
い
る
、
自
由
に
敵
対
す
る
戦
争
の
即
時

停
止
を
要
求
す
る
。
…
…
我
が
政
府
は
、
適
嶺
な
秩
序
の
保
証
の
も
と
に
、
彼
等
〔
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
〕
が
永
ら
く
闘
い
求
め
て
き
た
独
立
を
賦
与
す
る
と
い

う
意
向
を
直
ち
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
告
知
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
外
交
的
手
段
に
よ
り
、
諸
国
家
の
合
意
の
も
と
に
、
こ
の
独
立
の
保
障
を
追
求
す
べ
き

　
　
⑧

で
あ
る
。
」

　
さ
て
、
以
上
、
二
つ
の
大
集
会
の
決
議
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
先
行
す
る
新
聞
論
調
、
諸
集
会
の
決
議
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
反
帝
運
動
は
こ

の
時
期
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
処
置
に
つ
い
て
の
具
体
策
を
は
じ
め
て
提
起
し
た
と
い
え
る
。
以
前
は
、
い
わ
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
「
突
き
放
し
」
で
あ
っ

た
も
の
が
、
条
約
批
准
、
戦
争
勃
発
と
い
う
状
況
に
促
迫
さ
れ
て
、
即
時
停
戦
、
独
立
賦
与
の
言
明
、
合
衆
国
あ
る
い
は
国
際
的
合
意
に
よ
る

そ
の
保
障
と
い
っ
た
措
置
を
明
ら
か
に
し
た
。
様
々
な
方
爾
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
措
置
策
の
間
に
は
、
与
え
ら
れ
る
保
障
、
あ



る
い
は
保
護
の
内
容
、
そ
の
、
独
立
賦
与
言
明
と
の
時
間
的
前
後
関
係
な
ど
に
つ
い
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
が
あ
り
、
中
に
は
、
保
護
石
化
構

想
へ
傾
い
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
反
帝
運
動
の
構
想
は
、
即
時
停
戦
、
即
時
独
立
賦
与
言
明
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
と
も
か
く
、
こ
こ

で
、
反
帝
運
動
は
反
戦
運
動
、
独
立
賦
与
誓
約
獲
得
運
動
（
独
立
支
援
運
動
で
は
な
い
）
へ
と
転
回
し
た
。
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2
　
志
願
兵
帰
還
運
動

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
争
が
勃
発
し
て
以
来
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
側
の
恐
る
べ
き
損
害
に
つ
い
て
は
報
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
側
の
状
況
に

つ
い
て
は
殆
ど
公
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
軍
兵
士
は
戦
争
の
状
況
や
自
分
た
ち
の
感
情
に

つ
い
て
故
国
に
手
紙
を
送
っ
て
い
た
。
兵
士
の
親
や
友
人
た
ち
は
新
聞
な
ど
に
そ
れ
を
転
送
し
た
。
連
盟
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
争
の
実
情
に
つ
い

て
広
く
国
民
に
知
ら
せ
る
た
め
、
　
「
兵
士
の
手
紙
」
を
編
集
し
、
出
版
し
た
。
い
く
つ
か
の
手
紙
は
こ
の
戦
争
の
残
酷
さ
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
的

性
格
を
赤
裸
々
に
物
語
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
カ
ン
サ
ス
連
隊
の
あ
る
大
尉
は
マ
ニ
ラ
郊
外
カ
ロ
ー
カ
ン
で
の
戦
い
に
つ
い
て
、
　
「
カ
ロ
ー
カ

ン
に
は
一
万
七
千
人
の
住
民
が
い
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
第
二
〇
連
隊
は
そ
こ
を
掃
討
し
ま
し
た
。
現
在
カ
ロ
ー
カ
ン
に
は
一
人
の
生
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

老
も
い
ま
せ
ん
。
’
建
物
の
う
ち
で
は
、
大
き
な
教
会
と
不
気
味
な
牢
獄
の
く
ず
お
れ
た
壁
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
す
」
、
と
書
い
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
性
格
の
戦
争
は
ア
メ
リ
カ
軍
兵
士
の
士
気
を
低
下
さ
せ
、
彼
等
の
間
に
厭
戦
気
運
を
醸
成
し
、
帰
還
を
求
め
る
声
を
あ
げ
さ
せ
て

い
た
。
例
え
ば
、
三
月
三
〇
日
、
　
「
ボ
ス
ト
ン
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
」
紙
は
ホ
ン
コ
ン
経
由
マ
ニ
ラ
か
ら
の
無
検
閲
の
通
信

文
と
し
て
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。
　
「
合
衆
国
志
願
兵
の
過
半
数
は
帰
還
を
熱
望
し
て
い
る
。
…
…
『
我
々
は
ニ
ガ
ー
（
巳
σ
q
α
q
貧
）
と
戦
う
た
め
に

志
願
し
た
の
で
は
な
い
』
と
い
う
の
が
い
つ
も
聞
か
れ
る
言
葉
で
あ
る
」
、
と
。
ま
た
、
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
タ
イ
ム
ズ
」
紙
は
、
本
来
の

兵
役
期
間
が
終
了
し
た
後
は
、
も
う
服
務
は
望
ま
ぬ
と
い
う
第
一
〇
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ニ
ア
連
隊
の
志
願
兵
の
全
員
一
致
の
決
議
に
つ
い
て
の

べ
た
手
紙
を
掲
載
し
た
。
さ
ら
に
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
知
事
リ
ン
ド
は
、
　
「
連
隊
は
直
ち
に
送
還
さ
れ
、
兵
役
を
解
除
さ
る
べ
し
」
と
要
求
し
た
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

二
二
、
ミ
ネ
ソ
タ
志
願
兵
連
隊
か
ら
の
電
文
を
公
に
し
た
。
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志
願
兵
の
訴
え
は
国
内
の
親
族
や
友
人
た
ち
の
間
に
、
志
願
兵
の
帰
還
運
動
を
呼
び
起
し
、
こ
れ
は
全
国
的
な
運
動
へ
と
発
展
し
た
。

　
ま
ず
、
二
月
初
め
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
上
院
は
、
第
一
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
連
隊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
除
隊
に
な
り
次
第
送
還
さ
れ
る
よ
う
要

請
し
た
。
三
月
に
は
、
第
一
〇
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ニ
ア
連
隊
の
兵
士
の
親
族
、
友
人
が
志
願
兵
の
死
傷
者
に
関
す
る
情
報
は
隠
さ
れ
て
い
る
、

死
者
は
あ
ら
ゆ
る
公
式
報
告
を
上
廻
る
と
い
う
手
紙
を
マ
ニ
ラ
か
ら
受
け
と
り
、
こ
れ
を
機
に
兵
士
の
帰
還
を
求
め
る
有
力
な
運
動
を
開
始
し

た
。
四
月
に
入
る
と
帰
還
運
動
は
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
テ
ネ
シ
ー
州
ナ
シ
ュ
ビ
ル
で
は
テ
ネ
シ
ー
連
隊
の
送
還
を
求
め
る
大
衆
集
会
が
も
た
れ

た
。
オ
レ
ゴ
ン
州
の
志
願
兵
の
親
族
、
友
人
た
ち
は
、
　
「
決
し
て
こ
の
よ
う
な
戦
争
の
た
め
に
志
願
し
た
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
志
願
兵
の

帰
還
を
要
求
し
た
。
ミ
ネ
ソ
タ
州
知
事
リ
ン
ド
は
州
議
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
お
い
て
、
薩
州
出
身
兵
士
の
即
時
除
隊
を
勧
告
し
た
。
ま
た
、

サ
ウ
ス
・
ダ
コ
久
で
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
知
事
リ
ー
が
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
争
は
「
統
治
の
根
本
的
原
則
に
背
馳
」
す
る
も

の
で
あ
り
、
サ
ウ
ス
・
ダ
コ
タ
州
出
身
兵
士
は
、
そ
の
意
志
に
反
し
て
陸
軍
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
手
紙
を
送
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
一
ネ

ブ
ラ
ス
カ
連
隊
の
数
百
人
の
兵
員
の
親
た
ち
は
、
　
「
政
府
は
、
ル
ソ
ン
の
土
を
肥
す
た
め
に
、
そ
の
貴
い
、
熱
に
打
ち
の
め
さ
れ
、
弾
丸
に
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

裂
か
れ
た
身
体
を
捧
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
人
々
を
送
還
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
要
求
を
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
に
つ
き
つ
け
た
。

　
政
府
は
こ
の
よ
う
な
広
範
な
国
民
の
要
求
に
押
さ
れ
、
四
月
一
六
日
、
志
願
兵
を
帰
還
さ
せ
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
言
明
せ
ざ
る
を
え
な
く

　
　
⑫

な
っ
た
。
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3
　
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
葛
藤

　
反
帝
運
動
の
反
戦
運
動
、
独
立
賦
与
誓
約
獲
得
運
動
へ
の
転
圓
と
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
を
下
か
ら
支
え
た
国
民
的
運
動
の
高

揚
は
政
府
を
窮
地
に
立
た
せ
た
。
し
か
し
政
府
は
一
方
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
兵
土
の
帰
還
を
認
め
つ
つ
も
、
他
方
で
、
反
帝
運
動
と
そ
の

活
動
家
に
対
し
て
、
　
「
反
逆
者
」
（
け
一
，
㊤
一
梓
O
冠
）
と
す
る
桐
喝
を
加
え
、
コ
ン
フ
ォ
…
、
・
・
テ
ィ
（
体
制
信
従
）
を
迫
っ
た
。
既
に
、
政
府
支
持
老
の

中
に
は
ホ
ー
ア
ら
を
「
反
逆
者
」
呼
わ
ば
り
す
る
も
の
も
い
た
。
親
政
府
系
新
聞
の
報
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
四
月
二
一
日
の
閣
議
に
お
い
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て
、
政
府
は
、
　
「
反
帝
下
土
に
結
び
つ
き
、
影
響
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
る
こ
の
圏
の
反
膨
脹
主
義
者
は
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
志
願
兵
に
手
紙
や

電
報
を
送
り
、
そ
の
不
満
を
煽
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
ホ
ン
コ
ン
経
由
マ
ニ
ラ
か
ら
の
悲
観
的
報
告
や
志
願
兵
連
隊
の
召
還
要
求
の
背
景
に
あ
る

こ
と
を
発
興
し
」
、
こ
れ
は
「
積
極
的
反
逆
で
あ
る
」
と
み
な
し
う
る
と
し
て
、
「
こ
の
よ
う
に
政
府
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
人
間
を
摘
発
」
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
こ
と
を
決
定
し
た
と
い
う
。

　
政
府
の
攻
撃
に
対
し
、
真
正
面
か
ら
応
戦
し
た
の
が
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
四
月
　
　
二
日
、
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
五
百
な
い
し
六
百

人
の
将
校
と
兵
士
に
自
作
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
す
る
た
め
に
、
そ
の
氏
名
、
住
所
を
教
え
る
よ
う
陸
軍
省
に
要
求
し
た
。
陸
軍
省
が
返
答

に
窮
し
て
い
る
間
に
、
彼
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
る
デ
ュ
ー
イ
提
督
以
下
、
将
校
、
文
官
な
ど
に
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
郵
送

し
た
。
政
府
は
動
転
し
、
司
法
長
官
は
、
　
「
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
は
、
そ
の
煽
動
的
な
文
書
の
故
に
告
発
さ
れ
、
莫
大
な
罰
金
と
懲
役
一
〇
年
に
相

当
す
る
」
、
と
断
じ
た
と
い
う
。
結
局
、
郵
政
長
官
の
命
令
で
、
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
向
け
郵
便
物
の
中
か
ら
抜
き
と
ら
れ
た
。
こ
の
事
件
は
全
国
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
き
お
こ
し
た
。
し
か
し
、
反
帝
連
盟
の
執
行
委
員

会
は
、
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
を
支
援
す
る
ど
こ
ろ
か
、
彼
の
行
為
は
連
盟
と
は
無
関
係
な
個
人
的
行
為
で
あ
る
と
し
て
冷
淡
な
態
度
を
と
っ
た
た
め
、

　
　
　
　
　
⑭

彼
は
憤
慨
し
た
。

　
実
は
、
反
帝
連
盟
執
行
委
員
会
の
態
度
は
こ
の
期
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
の
強
迫
と
い
う
形
の
攻
撃
を
う
け
て
反
帝
運
動
側
に
生
じ
て
い
た
動

揺
あ
る
い
は
後
退
を
象
徴
し
て
い
た
。

　
反
帝
運
動
に
と
っ
て
問
題
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
交
戦
中
で
あ
る
国
の
市
民
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
敗
北
ま
で
も
期
待
す
る
の
か
、
即
ち
、
国

境
を
超
え
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
民
と
連
帯
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
不
正
義
の
戦
争
に
反
対
し
な
が
ら
も
、
市
民
と
し
て
最
低
限
の
忠
誠
は
政
府

に
与
え
る
の
か
、
こ
の
二
つ
間
の
選
択
に
あ
っ
た
。

　
こ
の
点
、
　
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
レ
パ
ブ
リ
カ
ン
」
紙
は
、
　
「
こ
の
よ
う
な
類
い
の
戦
争
へ
の
反
対
老
と
し
て
我
々
は
そ
の
停
止
と

責
任
あ
る
人
々
の
辞
任
を
求
め
て
煽
動
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
戦
争
が
継
続
し
て
い
る
間
は
、
政
府
は
市
民
の
支
持
を
受
け
る
に
値
す
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る
」
、
と
主
張
し
、
後
者
の
立
場
を
と
っ
た
。
一
方
、
執
行
委
員
長
の
ウ
ィ
ソ
ス
ロ
…
は
、
「
憲
法
に
対
す
る
こ
の
攻
撃
的
な
陰
謀
を
敗
北
さ
せ

る
た
め
の
唯
一
の
方
途
は
大
統
領
の
行
っ
て
い
る
戦
争
を
妨
害
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
も
し
可
能
な
ら
ば
、
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
は
っ

き
り
厳
粛
に
主
張
す
べ
き
で
あ
る
」
、
と
前
者
の
立
場
を
選
択
し
て
い
た
。
こ
の
中
で
、
反
帝
連
盟
執
行
委
員
会
の
過
半
数
は
「
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
・
レ
パ
ブ
リ
カ
ン
」
紙
の
よ
う
な
穏
健
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
執
行
委
員
会
は
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
事
件
に
対
し
冷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

淡
な
対
応
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
反
帝
連
盟
執
行
部
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
動
揺
は
、
そ
の
堅
持
し
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
措
置
策
に
つ
い
て
の
動
揺
す
ら

も
た
ら
す
に
至
っ
た
。
即
ち
、
上
述
し
た
閣
議
の
「
反
逆
発
見
」
の
報
の
直
後
、
執
行
委
員
会
は
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
に
電
報
を
打
ち
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
が
合
衆
国
の
海
軍
根
拠
地
の
た
め
、
一
つ
の
小
島
を
割
譲
し
、
合
衆
国
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
支
払
わ
れ
る
二
千
万
ド
ル
を
引
き
受
け
る
こ
と
を

交
換
条
件
に
、
合
衆
国
に
よ
る
五
年
間
の
軍
事
占
領
の
の
ち
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
独
立
を
与
え
る
べ
し
、
と
い
う
提
案
を
行
っ
た
。
悪
い
こ
と
に
、

新
聞
の
ミ
ス
。
フ
リ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
ρ
ω
ヨ
巴
二
。
。
狂
＆
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、
ω
B
9
漏
露
出
α
ω
と
複
数
形
で
報
じ
ら
れ
た
。
政
府
側
は
え

た
り
と
ば
か
り
に
こ
れ
に
と
び
つ
き
、
マ
ヅ
キ
ン
レ
ー
の
構
想
と
の
近
似
性
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
反
帝
運
動
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
大
変
な

　
　
　
　
　
⑯

後
退
で
あ
っ
た
。

　
執
行
委
員
会
の
後
退
に
対
し
、
下
部
か
ら
激
し
い
抗
議
が
お
こ
り
、
こ
の
電
文
を
取
り
消
す
た
め
の
反
帝
連
盤
の
会
議
を
開
催
せ
よ
と
の
要

求
が
出
さ
れ
た
。
執
行
委
員
会
も
迅
速
に
対
応
し
、
五
月
一
六
日
反
帝
連
盟
の
会
議
が
も
た
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
出
席
者
は
、
戦
争
勃
発

以
来
堅
持
し
て
き
た
立
場
、
即
ち
、
戦
争
の
即
時
停
止
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
の
躊
躇
な
き
承
認
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
主
権
の
要

求
放
棄
を
再
確
認
し
た
。
そ
の
う
え
、
　
「
不
条
理
な
新
聞
検
閲
」
と
「
郵
便
物
へ
の
高
圧
的
な
侵
害
」
を
非
難
し
て
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

強
要
に
反
撃
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
電
文
に
あ
っ
た
五
年
間
の
軍
事
占
領
と
海
軍
根
拠
地
割
譲
の
項
目
は
否
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
反
帝

連
盟
執
行
部
も
本
来
の
立
場
に
復
帰
し
た
。

　
実
は
、
こ
の
よ
う
な
動
揺
は
反
帝
連
盟
執
行
部
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
戦
争
勃
発
と
い
う
コ
ン
フ
ォ
…
ミ
テ
ィ
の
保
持
を
強
迫
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す
る
状
況
の
中
で
、
反
帝
国
主
義
を
言
う
人
々
の
中
に
転
向
す
る
も
の
が
か
な
り
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
反
帝
運
動
の
機
関
紙
的
存
在
だ
っ
た

「
ボ
ス
ト
ン
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
」
紙
の
政
府
支
持
へ
の
転
向
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
著
名
法
律
家
C
・
J
・
ボ
ナ
パ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

反
帝
連
盟
副
会
長
就
任
撤
回
等
々
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
反
響
を
呼
ん
だ
の
は
、
つ
い
前
年
の
＝
一
月
、
帝
国
主
義
は
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
、
伝

統
、
舗
度
に
反
す
る
と
い
う
理
由
を
も
っ
て
反
帝
国
主
義
の
立
場
を
公
に
し
た
ば
か
り
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
ダ
ム
ズ
・
ジ
ュ
ニ

ア
の
変
節
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
九
九
年
五
月
、
と
く
に
ア
ギ
ナ
ル
ド
の
反
乱
行
為
（
彼
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
ア
メ
リ
カ
人
を
殺
し

た
こ
と
）
は
、
独
立
、
そ
し
て
、
最
少
限
の
ア
メ
リ
カ
の
保
護
と
助
言
つ
き
の
自
治
の
許
可
と
い
う
反
帝
運
動
側
の
構
想
を
台
無
し
に
し
て
し

ま
っ
た
、
今
や
、
反
帝
運
動
側
に
は
、
現
状
を
容
認
し
た
う
え
で
、
最
少
限
の
ア
メ
リ
カ
の
千
渉
付
き
の
最
大
限
の
内
政
自
治
を
フ
ィ
リ
ピ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

人
に
保
証
す
る
よ
う
政
府
を
促
す
こ
と
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
、
r
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
独
立
要
求
す
ら
放
棄
し
た
も
の
で
、

執
行
委
員
会
の
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
宛
電
文
以
上
の
後
退
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
各
々
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ

ィ
を
め
ぐ
る
対
応
は
、
必
然
的
に
そ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
措
置
策
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
と
も
か
く
、
一
八
九
九
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
蒔
期
に
お
け
る
、
コ
ン
フ
ォ
…
ミ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
動
揺
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
措
置
策
の
動
揺
を

伴
い
、
ア
ダ
ム
ズ
の
よ
う
な
上
層
部
分
の
転
向
を
生
ん
だ
も
の
の
、
下
部
か
ら
の
強
固
な
突
き
上
げ
に
よ
っ
て
、
反
帝
運
動
全
体
と
し
て
の
姿

勢
は
短
期
間
で
回
復
さ
れ
た
。
し
か
し
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
そ
の
も
の
の
問
題
に
つ
い
て
は
や
は
り
暖
昧
さ
が
残
さ
れ
て
お
り
、
晩
夏
に
及

ん
で
、
そ
れ
へ
の
対
応
が
明
確
化
さ
れ
て
行
く
。

　
八
月
末
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
は
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
平
和
会
議
に
お
い
て
こ
の
点
に
ふ
れ
た
。
　
「
ア
ギ
ナ
ル
ド
と
そ
の
仲
間
が
マ
ッ
キ
ン
レ

ー
の
任
期
切
れ
ま
で
そ
の
抵
抗
を
長
引
か
せ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
も
し
力
に
よ
っ
て
敗
北
さ
せ
ら
れ
た
に
せ
よ
、
彼
等
の
上
に
安
定
し
た
支

配
を
し
く
こ
と
に
我
々
が
失
敗
す
る
こ
と
を
…
…
熱
烈
に
望
む
」
、
と
、
　
い
わ
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
民
と
の
精
神
的
連
帯
を
表
罫
し
た
。
　
こ
れ
に

対
し
、
出
席
者
の
～
人
は
「
反
逆
的
」
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
し
か
し
、
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
の
精
神
的
連
帯
」
の
呼
び
か
け

は
好
感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
　
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
レ
パ
ブ
リ
カ
ン
」
紙
は
、
「
『
ま
さ
し
く
そ
れ
だ
。
「
そ
れ
が
ま
さ
に
言
う
べ
き

79　（429）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
と
だ
』
、
と
車
の
中
で
人
々
が
言
っ
て
い
る
の
が
も
れ
聞
こ
え
て
き
た
」
、
と
市
民
の
反
応
を
報
じ
て
い
る
。
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
の

う
ち
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
な
ど
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
部
分
は
、
ど
う
や
ら
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
問
題
で
も
、
最
も
積
極
的
に
そ
の
克

服
を
目
指
し
て
お
り
、
す
で
に
ブ
イ
リ
ピ
ン
人
と
の
精
神
的
連
帯
（
精
神
的
で
あ
る
が
故
に
限
界
が
あ
る
の
だ
が
）
の
域
に
ま
で
達
し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
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4
　
「
ア
メ
リ
カ
反
帝
国
主
義
連
盟
」
の
結
成

　
一
八
九
九
年
夏
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
ア
メ
リ
カ
軍
の
作
戦
行
動
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
軍
の
驚
く
べ
き
抵
抗
に
あ
っ
て
押
し
と
ど
め
ら
れ

て
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
は
た
や
す
く
掃
討
さ
れ
う
る
と
い
う
、
軍
当
局
の
当
初
の
確
約
と
は
逆
に
、
戦
線
の
膠
着
状
態
は
誰
の
目
に
も
閉
ら

か
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
一
層
の
戦
争
批
判
、
厭
戦
気
運
が
拡
ま
っ
た
。
政
府
、
軍
当
局
者
の
閥
に
す
ら
、
戦
争
を
批
判
す
る
も
の
が

現
れ
た
。
例
え
ば
、
攣
目
ー
カ
ン
の
戦
い
で
勲
功
の
あ
っ
た
フ
ァ
ン
ス
ト
ン
将
軍
は
、
自
分
は
、
「
強
固
な
も
の
で
は
な
い
が
」
、
反
膨
脹
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

者
で
あ
り
、
若
干
の
「
大
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
や
資
本
家
」
以
外
に
と
っ
て
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
か
ら
の
利
得
は
何
も
な
い
、
と
公
言
し
た
。

　
批
判
は
、
ま
た
、
検
閲
へ
の
抗
議
と
い
う
形
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
間
に
も
生
じ
た
。
七
月
九
日
、
強
固
な
膨
脹
主
義
支
持
の
新
聞
や
通
信

社
の
マ
ニ
ラ
駐
在
通
信
員
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
通
信
文
に
な
さ
れ
る
軍
の
検
閲
に
対
す
る
共
同
の
抗
議
書
を
駐
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
指
令

官
に
提
出
し
た
。
彼
等
は
、
指
令
官
は
、
　
「
本
国
の
人
々
を
驚
か
す
と
い
う
理
由
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
状
況
に
つ
い
て
全
真
実
を
書
か
せ
て
は

く
れ
ぬ
」
、
と
非
難
し
て
い
た
。
こ
の
抗
議
書
は
七
月
一
七
日
に
本
国
で
も
公
に
な
り
、
政
府
側
に
は
打
撃
を
、
反
帝
運
動
側
に
は
鼓
舞
を
与

え
た
。
政
府
は
当
初
平
静
を
装
っ
て
い
た
が
、
一
週
心
後
、
陸
軍
長
官
ア
ル
ジ
ャ
…
の
辞
任
を
明
ら
か
に
し
た
。
ア
ル
ジ
ャ
…
は
以
前
よ
り
別

件
で
失
政
の
責
を
問
わ
れ
て
い
た
が
・
こ
の
期
に
至
・
て
の
辞
任
に
は
・
高
揚
し
て
い
る
戦
争
批
判
を
か
わ
す
狙
い
が
あ
・
た
と
い
え
よ
や

　
反
戦
の
闘
い
は
反
帝
運
動
の
基
盤
を
拡
大
し
た
。
七
月
中
旬
に
ウ
ィ
ン
ス
ロ
…
は
、
連
盟
は
照
万
会
員
と
四
〇
支
部
を
持
ち
、
事
務
所
に
は

毎
日
数
百
通
の
手
紙
が
殺
到
し
て
い
る
と
誇
っ
た
。
　
「
ボ
ス
ト
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
」
紙
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
ど
ジ
ネ
ス
街
に
あ
る
連
盟
本
部
の
小
さ
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な
部
屋
を
「
全
国
津
々
浦
々
ま
で
も
席
巻
す
る
大
論
争
の
台
風
の
眼
」
と
呼
ん
だ
。
運
動
の
高
揚
の
中
で
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
の
支
援
を
得
て
、
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八
月
に
は
シ
カ
ゴ
に
、
九
月
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
反
帝
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
気
運
を
背
景
に
、
一
〇
月
一
六
、
一
七
日
、
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
、
反
帝
国
主
義
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に

結
集
し
た
二
九
州
か
ら
の
百
人
以
上
の
代
表
は
、
反
帝
組
織
の
全
国
セ
ン
タ
ー
と
・
し
て
「
ア
メ
リ
カ
反
帝
国
主
義
連
盟
」
の
結
成
を
決
定
し
た
。

本
部
は
シ
カ
ゴ
に
お
か
れ
た
。
　
し
か
し
こ
の
組
織
は
き
わ
め
て
草
藤
的
な
存
在
で
、
　
運
動
の
実
質
は
依
然
と
し
て
旧
来
の
「
反
帝
国
主
義
連

盟
」
（
こ
の
大
会
で
「
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
反
帝
国
主
義
連
盟
」
と
改
称
）
が
担
っ
て
行
く
。
新
組
織
の
会
長
は
旧
組
織
の
そ
れ
と
同
じ
く
バ

ウ
ト
ウ
ェ
ル
、
書
記
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ニ
ミ
ッ
ズ
、
会
計
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
グ
ー
キ
ン
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
を
長
と
し
、

九
人
か
ら
成
る
執
行
委
員
会
、
そ
れ
に
、
旧
組
織
の
そ
れ
と
人
的
に
多
く
が
重
複
す
る
多
数
の
副
会
長
職
が
設
け
ら
れ
た
。

　
大
会
に
続
い
て
開
か
れ
た
大
衆
集
会
は
、
報
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
約
一
万
人
の
参
加
を
得
た
熱
狂
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
議
長
は

ク
リ
ー
ヅ
ラ
ン
ド
政
権
の
農
務
長
官
J
・
s
・
モ
ー
ト
ン
、
主
要
な
弁
士
は
シ
ュ
ル
ツ
、
パ
ー
ク
・
コ
ク
ラ
ン
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
、
ア

ト
キ
ン
ソ
ン
等
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
場
で
、
以
下
に
掲
げ
る
よ
う
な
「
ア
メ
リ
カ
反
帝
国
主
義
連
盟
」
の
綱
領
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
点
で
の
反
帝
運
動
の
最

大
公
約
数
的
見
解
を
示
す
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
「
…
…
我
々
は
、
統
治
は
そ
の
正
当
な
権
力
を
被
治
者
の
同
意
か
ら
抽
出
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
…
…

　
我
々
は
、
我
が
兵
士
や
水
兵
の
犠
牲
を
い
た
む
。
彼
等
の
勇
気
は
、
た
と
え
不
正
義
な
戦
争
に
お
い
て
で
は
あ
っ
て
も
、
賞
讃
に
値
す
る
。
…
…
我
々
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
虐
殺
を
不
必
要
な
惨
事
と
し
て
非
難
す
る
。
…
…
我
々
は
、
戦
争
の
即
詠
停
止
を
要
求
す
る
。
我
々
は
、
連
邦
議
会
が
速
か
に
開
か
れ
、

…
…
独
立
を
…
…
承
認
す
る
と
い
う
我
々
の
決
意
を
彼
等
〔
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
〕
に
告
知
す
る
よ
う
勧
告
す
る
。

　
帝
国
主
義
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
手
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
自
治
の
破
壊
と
と
も
に
、
こ
こ
〔
ア
メ
リ
カ
〕
に
お
け
る
す
べ
て
の
反
対
は
消
滅
す
る
だ
ろ
う
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と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
嘆
か
わ
し
い
誤
り
で
あ
る
、
我
々
は
、
『
犯
罪
罪
な
侵
略
』
の
戦
争
を
嫌
悪
し
て
は
い
る
が
、
…
…
そ
れ
以
上
に
深
く
、
国
内
に

お
け
る
ア
メ
ジ
カ
の
諸
簡
裁
へ
の
裏
切
り
に
義
憤
を
覚
え
る
。
真
の
戦
線
は
マ
ニ
ラ
郊
外
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
敵
は
家
内
に
生
じ
て
い
る
。
…
…

　
…
…
共
和
国
が
侵
蝕
さ
れ
て
い
る
時
に
、
　
〔
貨
幣
の
〕
価
値
基
準
に
つ
い
て
論
争
す
る
も
の
は
、
家
が
火
に
包
ま
れ
て
い
る
時
に
、
ち
っ
ぽ
け
な
家
内
経

済
に
つ
い
て
口
論
す
る
も
の
と
間
じ
く
、
耳
を
傾
け
る
に
値
し
な
い
。
…
…

　
我
々
は
重
大
な
国
家
の
危
機
に
お
い
て
は
、
そ
の
政
府
を
支
持
す
る
と
い
う
全
て
の
市
民
の
義
務
を
現
在
の
事
態
に
適
用
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
。
…
…

　
我
々
は
、
力
に
よ
る
民
族
の
従
属
化
を
支
持
す
る
い
か
な
る
個
人
あ
る
い
は
政
党
の
敗
北
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
提
起
す
る
。
我
々
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
に
お
い
て
で
あ
れ
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
で
あ
れ
、
葬
ア
メ
リ
カ
的
利
得
を
追
求
す
る
中
で
、
ア
、
メ
リ
カ
の
自
由
を
裏
切
る
全
て
の
も
の
の
再
選
に
反
対

す
る
。
我
々
は
二
大
政
党
の
双
方
が
、
来
る
べ
き
新
世
紀
の
キ
ャ
ン
ペ
…
ソ
に
お
い
て
、
独
立
蝋
管
を
隻
持
し
、
擁
護
す
る
こ
と
を
な
お
希
望
し
て
い
る
。
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我
々
は
衷
心
よ
り
、
独
立
宜
言
と
合
衆
国
憲
法
に
忠
誠
を
守
る
全
て
の
男
女
の
協
力
を
期
待
す
る
。
」

　
綱
領
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
即
時
停
戦
、
独
立
賦
与
の
言
明
を
繰
り
返
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
コ
ン
フ

ォ
ー
ミ
テ
ィ
の
問
題
と
、
今
後
の
運
動
論
で
あ
る
。
ま
ず
、
戦
時
に
お
け
る
政
府
支
持
義
務
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
反
帝
運
動

は
春
か
ら
夏
に
み
ら
れ
た
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
動
揺
を
積
極
的
な
方
向
で
か
な
り
克
服
し
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

と
の
連
帯
の
域
に
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
運
動
論
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
九
〇
〇
年
選
挙
に
照
準
を
向
け
つ
つ
、
通
貨
制
度
な
ど

に
つ
い
て
の
論
争
の
棚
上
げ
と
、
帝
国
主
義
候
補
の
打
倒
が
う
た
わ
れ
、
政
党
と
の
連
携
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
次
に
、
こ
こ
に
現
わ
れ
た
帝
国
主
義
理
解
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
帝
国
主
義
の
形
態
が
、
武
力
に
よ
る
海
外
他
民
族
の
制
圧
、
支

配
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
本
質
認
識
（
根
源
i
被
害
者
認
識
）
で
あ
る
。
こ
の
運
動
の
基
本
的

関
心
が
ア
メ
リ
カ
の
二
度
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
国
民
へ
の
脅
威
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
一
読
し
て
判
然
と
す
る
。
つ
ま
り
、
被
害
者
は
、

ア
メ
リ
カ
の
密
度
や
国
民
な
の
で
あ
る
。
　
～
方
、
帝
国
主
義
の
根
源
は
何
か
2
　
た
し
か
に
敵
と
よ
ば
れ
、
国
内
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
具
体
的
に
は
一
切
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
反
帝
運
動
の
最
大
公
約
数
的
帝
国
主
義
理
解
に
お
い
て
は
未
だ
「
根
源
一
敵
」
認
識

82 （432）



は
曖
昧
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
関
心
の
い
わ
ば
「
内
向
性
」
は
ま
す
ま
す
明
白
に
な
っ
た
。
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5
　
反
帝
運
動
と
独
占
認
識

　
我
々
は
既
に
至
の
一
で
、
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
派
の
よ
う
に
帝
国
主
義
の
本
質

を
、
敵
1
1
独
占
、
被
害
者
一
労
働
者
（
国
内
人
民
）
と
し
て
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
感
知
し
て
い
る
部
分
の
あ
っ
た
こ
と
を
み
た
。
こ
の
よ
う
な
認

識
を
も
つ
潮
流
は
、
運
動
の
第
一
一
期
に
お
い
て
も
、
運
動
の
表
面
に
は
で
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
層
、
そ
の
認
識
を
鮮
明
化
さ
せ
、
人
々
の
共

感
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
認
識
は
様
々
な
場
所
で
表
明
さ
れ
て
い
た
。

　
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
レ
パ
ブ
リ
カ
ン
」
紙
の
通
信
員
フ
ラ
ン
シ
ス
・
サ
ン
ボ
ー
ン
は
、
一
八
九
九
年
三
月
二
五
日
、
同
紙
の
コ
ラ

ム
で
、
一
九
〇
〇
年
選
挙
の
展
望
に
ふ
れ
て
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
共
和
党
へ
の
大
衆
的
支
持
は
「
ト
ラ
ス
ト
の
破
廉
恥
な
厚
顔
さ
と
貧
欲
さ

へ
の
憂
慮
」
に
よ
っ
て
動
揺
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
帝
国
主
義
と
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
組
織
と
は
、
ミ
ル
ト
ン
に
た
と
え
て
い
え
ば
、
罪
と
死
の
よ

う
な
も
の
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
組
織
が
母
で
あ
り
帝
国
主
義
は
子
で
あ
る
…
…
」
、
と
。
ま
た
同
年
五
月
、
　
シ
カ
ゴ
で
の
大
衆
集
会
に
お
い
て
、

ジ
ョ
ン
・
ス
ポ
…
ル
デ
ィ
ン
グ
牧
師
は
、
合
衆
国
は
「
我
が
国
の
巨
大
な
資
本
家
や
ト
ラ
ス
ト
貴
族
の
指
導
に
従
っ
て
い
る
」
た
め
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
併
合
し
つ
つ
あ
る
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
六
月
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
で
開
か
れ
た
社
会
改
草
に
つ
い
て
の
全
国
会
議
に
お
い
て
、
一
人

の
西
部
の
教
育
者
が
提
案
し
た
声
明
が
圧
倒
的
多
数
で
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
部
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。
　
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
に

お
け
る
我
が
征
服
戦
争
に
表
現
さ
れ
て
い
る
…
…
軍
国
主
義
は
…
…
人
民
に
よ
る
統
治
に
代
え
独
占
に
よ
る
統
治
を
打
ち
た
て
た
金
権
的
政
治

が
も
た
ら
す
、
よ
り
重
大
な
脅
威
の
所
産
に
す
ぎ
ぬ
」
、
と
。
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
レ
パ
ブ
リ
カ
ン
」
紙
は
、
　
「
シ
ン
ジ
ケ
…
ト
化
さ

れ
た
資
本
主
義
の
侵
略
に
つ
い
て
の
、
力
強
く
印
象
的
な
記
述
」
と
し
て
こ
れ
を
全
面
掲
載
し
た
。
ま
た
、
七
月
四
日
、
ボ
ス
ト
ン
の
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
の
記
念
集
会
に
お
い
て
、
四
千
人
の
聴
集
を
前
に
、
イ
リ
ノ
イ
州
選
出
の
メ
ー
ソ
ン
上
院
議
員
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦

い
、
死
ん
で
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
勤
労
人
艮
の
息
子
た
ち
で
あ
る
の
に
、
彼
等
は
耐
え
る
の
み
で
、
諸
島
か
ら
何
も
得
て
い
な
い
、
　
「
金
の
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投
資
場
所
を
与
え
る
た
め
に
、
我
々
は
、
さ
ら
に
何
人
の
ア
メ
リ
カ
の
母
親
た
ち
の
心
を
打
ち
砕
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
、
さ
ら
に
何
人
の
ア
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

リ
ヵ
の
少
年
達
を
殺
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
」
、
と
叫
ん
だ
。
ま
た
軍
当
局
巻
の
間
に
す
ら
、
こ
の
よ
う
な
認
識
を
表
明
す
る
も
の
が
い
た
こ
と

は
既
述
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
第
二
期
に
お
い
て
も
、
根
源
一
独
占
、
被
害
老
一
国
内
人
民
と
す
る
帝
国
主
義
本
質
認
識
が
表
開
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、

反
帝
運
動
の
最
大
公
約
数
的
認
識
に
影
響
を
与
え
う
る
に
は
至
ら
ず
、
未
だ
下
部
に
滞
留
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
反
帝
運
動
の
最
大
公
約
数
的

帝
国
主
義
理
解
は
、
第
一
期
か
ら
変
わ
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　
第
二
期
反
帝
運
動
は
、
反
戦
運
動
、
独
立
賦
与
誓
約
獲
得
運
動
へ
と
転
回
し
た
。
だ
が
、
戦
争
に
必
然
的
に
伴
う
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
の
問

題
で
動
揺
を
き
た
し
、
そ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
措
置
策
に
つ
い
て
の
後
退
す
ら
伴
っ
た
。
ま
た
こ
の
問
題
で
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ア
ダ
ム
ズ
ら
が
運
動

か
ら
離
脱
し
た
。
こ
の
コ
ン
フ
ォ
…
ミ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
肉
瘤
は
、
実
は
、
反
帝
運
動
の
帝
国
主
義
理
解
の
有
す
る
「
内
向
性
」
に
宿
命
づ
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
期
、
運
動
論
を
め
ぐ
っ
て
ホ
ー
ア
も
離
脱
し
た
。
分
派
が
芽
ぶ
い
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
邸
①
1
一
ω
P
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
㎝
O
ー
ド
O
一
．

①
ω
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三
目
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①
び
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》
ミ
こ
竈
．

②
　
き
ミ
‘
や
お
9
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奪
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℃
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お
①
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目
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ω
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O
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⑥
ω
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眠
同
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や
一
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O
l
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⑦
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窪
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こ
や
b
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繕
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ヨ
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ミ
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℃
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■

⑧
い
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N
碧
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ミ
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⑨
　
ω
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三
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ヨ
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》
ミ
ξ
や
H
似
b
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’

⑩
♂
ミ
・
”
℃
℃
・
嵩
押
嵩
塾
。
．
な
お
当
時
駐
フ
ィ
リ
ピ
ン
ア
メ
リ
カ
軍
総
数
は
約
三

　
万
人
で
、
そ
の
う
ち
、
約
一
万
二
千
人
が
志
願
兵
だ
っ
た
と
賜
わ
れ
る
こ
の
点
に

　
つ
い
て
は
、
き
ミ
‘
や
ド
お
。

⑪
♂
ミ
．
唱
署
■

⑫
♂
ミ
‘
唱
」
陵
－
峯
b
。
■

⑬
奪
ミ
層
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峯
b
。
。

⑭
ま
ミ
曽
℃
■
嶺
。
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層
切
。
♂
昌
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さ
竜
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ミ
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署
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⑩
り
占
O
O
‘
望
二
重
お
魯
．
ミ
‘
徳
・

　
ω
H
I
G
o
卜
。
■

⑯
。
ワ
。
ぼ
q
ヨ
。
斜
。
賢
ミ
‘
℃
」
興

⑯
奪
ミ
‘
毛
●
嶺
令
嵩
9

⑰
き
ミ
■
噂
や
呂
ζ
。
●

⑯
♂
ミ
‘
電
’
繍
“
∴
㎝
。
。
’

⑲
切
・
尻
器
さ
愚
曜
ミ
‘
署
．
二
α
－
＝
P
o
Q
。
三
増
旨
¢
円
、
。
賢
ミ
口
唱
■
嵩
。
。
ら

⑳
き
ミ
噂
唱
」
誤
占
刈
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⑳
　
奪
ミ
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や
嵩
G
。
曾
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⑫
　
き
ミ
こ
℃
℃
・
難
ω
1
一
謡
．

⑬
　
き
ミ
こ
や
ミ
伊
8
0
ヨ
℃
箆
唇
曹
。
憾
・
ミ
‘
℃
℃
・
一
G
。
ら
ム
G
。
㊤
．
｝
八
九
九
年
末
ま
で

　
に
は
、
そ
の
他
、
ニ
ュ
…
ヨ
ー
ク
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー

　
ル
ド
、
　
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
、
　
セ
ン
ト
ル
イ
ス
、
　
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
、
ポ
ー
ト
ラ

　
ン
ド
、
　
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
、
　
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
、
　
デ
ト
ロ
イ
ト
、
　
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ

　
ス
コ
な
ど
に
も
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
。
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
　
り
ρ
欝
ρ
5

o
》
ミ
4
”
℃
●
鎗
I
B
’
8
巴
（
9
α
q
押
。
特
．
ミ
こ
℃
℃
。
謀
。

⑳
　
な
お
、
以
後
、
反
帝
連
盟
と
略
記
し
た
場
合
は
実
質
的
に
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン

　
ド
連
盟
を
意
味
す
る
。

㊧
　
き
ミ
ニ
℃
や
は
デ
一
お
・

⑭
　
以
上
o
D
。
置
叫
ヨ
①
さ
。
》
ミ
ニ
．
℃
℃
．
鵠
ω
占
忠
L
①
8

アメリカ反帝国主義運動試論（横山）

嗣
九
〇
〇
年
大
統
領
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
i
政
治
戦
1
（
一
八
九
九
年
一
〇
月
一
一
九
〇
〇
年
一
一
月
）

　
1
　
反
帝
運
動
内
に
お
け
る
諸
政
治
路
線

　
既
に
、
一
八
九
九
年
一
〇
月
の
「
ア
メ
リ
カ
反
帝
国
主
義
連
盟
」
設
立
の
時
よ
り
、
反
帝
運
動
の
照
準
は
明
確
に
一
九
〇
〇
年
大
統
領
選
挙

に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
時
の
方
針
は
未
だ
不
明
確
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
的
に
考
え
て
、
反
帝
運
動
に
と
っ
て
、
選
択
は
次
の
三
つ

し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
。
1
・
民
主
党
ブ
ラ
イ
ア
ン
を
支
持
し
連
合
す
る
。
2
・
反
帝
国
主
義
を
掲
げ
た
第
三
党
を
結
成
す
る
。
3
・
共
和
党

に
働
き
か
け
、
反
帝
国
主
義
の
立
場
に
引
き
よ
せ
る
。

　
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
派
は
早
く
か
ら
第
一
の
路
線
へ
の
傾
斜
を
明
ら
か
に
し
て
い

た
。
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
は
早
く
も
一
八
九
八
年
夏
、
民
主
党
に
、
反
帝
連
合
を
実
現
す
べ
く
強
い
反
帝
国
主
義
の
立
場
を
と
る
よ
う
に
呼
び

　
　
　
　
①

か
け
て
い
た
。
ま
た
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
も
、
こ
の
路
線
に
加
わ
り
、
一
八
九
九
年
一
一
月
の
反
帝
連
盟
第
一
回
年
次
大
会
に
お
い
て
、
　
「
戦
い
終

る
ま
で
は
、
我
々
の
目
的
は
、
す
べ
て
の
喰
末
な
争
点
か
ら
の
完
全
な
独
立
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
我
々
は
、
共
和
党

員
で
あ
ろ
う
と
、
民
主
党
員
で
あ
ろ
う
と
、
金
貨
支
持
派
で
あ
ろ
う
と
、
銀
貨
支
持
派
で
あ
ろ
う
と
、
マ
ッ
グ
ワ
ン
プ
で
あ
ろ
う
と
、
一
つ
の

重
い
、
死
活
的
で
巨
大
な
問
題
、
即
ち
、
反
帝
国
主
義
と
共
和
国
維
持
の
た
め
に
、
我
が
組
織
に
お
い
て
互
い
に
肩
を
組
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
」
、

と
通
貨
問
題
な
ど
を
無
視
し
て
、
反
帝
国
主
義
の
一
点
で
の
連
合
路
線
を
提
唱
し
て
い
た
。
彼
は
こ
の
時
点
で
共
闘
相
手
を
民
主
党
に
限
定
し
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②

て
は
い
な
か
っ
た
が
、
彼
の
こ
の
頃
の
行
動
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
発
言
は
暗
に
倉
主
党
と
の
連
携
を
ほ
の
め
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
八
九
九
年
秋
の
マ
サ
チ
ュ
…
セ
ッ
ツ
雇
主
党
大
会
に
お
い
て
は
こ
の
連
携
が
確
認
さ
れ
、
選
挙
で
は
そ
れ
が
実
践
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
で

は
、
一
九
〇
〇
年
の
全
国
大
会
に
向
け
て
ブ
ラ
イ
ア
ン
派
の
代
議
員
の
派
遣
を
決
定
し
た
の
ち
、
候
補
老
を
指
名
し
た
が
、
州
財
務
長
官
候
補

に
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
イ
ド
が
指
名
さ
れ
た
。
大
会
で
は
、
弁
士
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
争
の
停
止
を
要
求
し
、
帝
国
主
義
と
英
i
米
同
盟
を
非
難
し

た
時
、
最
大
の
拍
手
が
起
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
州
大
会
綱
領
は
、
　
「
そ
の
成
長
が
人
々
を
驚
樗
さ
せ
、
仰
天
さ
せ
て
い
る
大
独
占
企
業
は
、
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

国
主
義
と
軍
国
主
義
の
中
に
自
ら
の
防
衛
の
為
の
双
子
の
代
理
入
を
普
い
出
し
て
い
る
」
、
と
指
摘
し
た
。

　
こ
の
秋
の
選
挙
に
お
い
て
は
、
民
主
党
が
全
国
的
に
進
出
し
た
。
マ
サ
チ
ュ
…
セ
ッ
ツ
で
は
罠
主
党
は
敗
れ
た
も
の
の
、
ボ
ス
ト
ン
市
で
は

共
和
党
を
上
廻
っ
た
。
そ
の
他
、
オ
ハ
イ
オ
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
も
民
主
党
は
共
禰
党
に
迫
っ
た
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
派
民
主
党
の
旛
導
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
、
　
「
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
や
そ
の
背
後
に
い
る
人
々
」
が
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

主
党
に
多
く
の
票
を
も
た
ら
し
た
と
、
反
帝
運
動
の
寄
与
を
認
め
感
謝
し
て
い
る
。

　
一
九
〇
〇
年
に
入
る
と
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
ら
の
方
針
は
ボ
ス
ト
ン
改
革
老
グ
ル
ー
プ
の
殆
ど
の
支
持
を
集
め
、
二
月
初
め
ま
で
に
、
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
バ
ゥ
ト
ウ
ェ
ル
、
T
・
W
・
ヒ
ギ
ン
ソ
ン
、
サ
ン
ボ
ー
ン
、
P
・
A
・
コ
リ
ン
ズ
な
ど
が
ブ
ラ
イ
ア
ン
支
持
を
表
明
す
る
に
至
っ
た
。

　
し
か
し
、
反
帝
運
動
に
と
っ
て
事
態
は
単
純
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
反
帝
国
主
義
老
の
中
．
に
は
、
反
帝
国
主
義
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し

て
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
容
認
し
え
て
も
、
銀
貨
自
由
鋳
造
の
そ
れ
と
し
て
の
彼
は
許
容
し
え
な
い
と
い
う
部
分
が
か
な
り
残
存
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ル
ツ
は
こ
の
苦
悩
を
象
徴
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
帝
国
主
義
と
は
熱
帯
地
域
の
政
治
的
支
配
（
併
合
）
だ
と
み
な

し
、
そ
の
最
大
の
悪
は
ア
メ
リ
カ
の
統
治
の
原
則
と
伝
統
ー
ー
即
ち
ア
メ
リ
カ
自
身
の
福
利
と
統
一
－
を
侵
犯
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
、

反
帝
運
動
に
参
加
し
て
い
た
の
だ
が
、
政
治
路
線
に
つ
い
て
は
、
　
「
も
し
苛
酷
な
運
命
に
よ
っ
て
、
マ
ッ
キ
ン
レ
…
の
帝
国
主
義
政
策
と
反
帝

国
主
義
候
補
と
し
て
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
の
間
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
よ
う
な
ら
ば
、
私
は
、
私
の
個
人
的
嫌
悪
の
す
べ
て
を
腹
蔵
し
…
…
と
も
か

く
、
帝
国
主
義
を
敗
北
さ
せ
る
よ
う
試
み
る
こ
と
が
私
の
義
務
1
お
そ
ろ
し
い
義
務
一
だ
と
み
な
す
で
し
ょ
う
」
、
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ア

86　（436）



アメジカ反帝國憲義運動試論（横山）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ダ
ム
ズ
に
そ
の
苦
衷
を
吐
露
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
デ
ィ
レ
ン
マ
に
悩
む
人
々
は
、
反
帝
国
主
義
を
旗
印
に
し
た
第
三
党
を
結
成
し
て
選
挙
を
戦
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
隙
路
か
ら

の
混
書
を
試
み
た
。
一
九
〇
〇
年
一
月
六
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
ラ
ザ
・
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
三
党
結
成
を
検
討
す
る
た
め
の
会
合
が
も

た
れ
た
。
主
要
な
出
席
者
は
、
シ
ュ
ル
ツ
、
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
、
カ
ー
ネ
ギ
…
、
ペ
テ
イ
グ
ル
ー
上
院
議
員
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
、

ジ
ョ
ン
・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
上
院
議
員
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
等
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
第
三
党
結
成
が
決
定
さ
れ
た
が
、
カ
ー
ネ
ギ
…

が
鉄
鋼
ト
ラ
ス
ト
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
約
束
し
て
い
た
資
金
援
助
を
撤
回
し
た
こ
と
、
招
待
さ
れ
て
い
た
ゴ
ン
パ
ー
ズ
ら
の
労
組
指
導
者
が
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

参
加
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ニ
ケ
月
も
た
た
ず
、
こ
の
計
画
は
つ
い
え
た
。
し
か
し
、
シ
ュ
ル
ツ
を
中
心
に
第
三
党
結
成
路
線
は
選
挙
直

前
ま
で
執
拗
に
追
求
さ
れ
て
行
く
。

　
さ
て
、
第
三
の
選
択
と
し
て
の
共
和
党
へ
の
働
き
か
け
路
線
は
ホ
…
ア
そ
の
人
に
体
現
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
、
　
「
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
当
選
は
我

が
比
類
な
き
繁
栄
の
破
壊
、
我
が
〔
通
貨
〕
価
値
基
準
の
下
落
を
…
…
意
味
す
る
」
、
と
し
、
ま
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
反
帝
国
主
義
は
信
用
で
き
ぬ

と
し
て
彼
を
き
っ
ぱ
り
拒
絶
し
た
。
ま
た
、
一
月
の
第
三
党
結
成
の
た
め
の
会
議
に
も
招
待
さ
れ
た
が
出
席
を
拒
否
し
た
。
そ
し
て
、
唯
一
の

方
途
は
、
　
「
共
和
党
あ
る
い
は
十
分
な
数
の
共
和
党
員
を
説
得
し
て
、
健
全
で
純
正
な
政
策
を
と
ら
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
こ

れ
に
対
し
、
　
「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
レ
パ
ブ
リ
カ
ン
」
紙
は
、
　
「
か
つ
て
政
治
家
と
い
う
も
の
が
、
か
く
も
辻
褄
の
合
わ
な
い
無
力
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

結
論
に
達
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
」
と
批
判
を
加
え
た
。

　
こ
れ
ら
の
三
路
線
、
と
り
わ
け
先
の
二
路
線
の
競
合
、
交
錯
の
中
で
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
の
連
合
路
線
が
有
力
化
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
反
帝
運

動
全
体
に
と
っ
て
は
、
未
だ
デ
ィ
レ
ン
マ
や
困
惑
は
残
存
し
て
い
た
。
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
M
・
ス
ト
ー
レ
イ
は
シ
ュ
ル
ツ

と
と
も
に
、
最
後
ま
で
悩
み
、
第
三
党
構
想
に
固
執
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
彼
は
、
　
「
一
言
で
い
え
ば
、
私
は
帝
国
主
義
に
反
対
投
票
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
い
し
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
に
支
持
投
票
し
た
く
な
い
」
、
と
そ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
端
的
に
告
白
し
て
い
る
。

　
一
九
〇
〇
年
二
月
末
、
ワ
シ
ン
ト
ン
生
誕
記
念
日
に
、
反
帝
国
主
義
者
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
全
国
会
議
を
も
っ
た
。
こ
こ
で
、
ブ
ラ
ッ
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ド
フ
ォ
ー
ド
そ
の
他
の
人
々
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
支
持
を
強
く
訴
え
た
が
、
結
局
、
こ
の
会
議
は
帝
国
主
義
を
支
持
す
る
候
補
の
拒
否
を
く
り
か
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
言
明
し
、
具
体
的
政
治
路
線
に
つ
い
て
は
、
二
大
政
党
の
全
国
大
会
の
動
向
を
待
つ
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
ま
た
、
　
五
月
二
四
日
、
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
反
帝
国
主
義
大
衆
集
会
で
は
、
来
る
べ
き
選
挙
に
お
い
て
は
、
帝
国
主
義
の
問
題
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

最
高
の
争
点
と
し
、
関
心
を
よ
せ
る
す
べ
て
の
ア
メ
リ
カ
市
民
の
統
一
を
訴
え
た
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

88　（438＞

　
2
　
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
民
主
党

　
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
批
准
促
進
に
手
を
か
し
、
多
く
の
反
帝
圏
主
義
者
の
憤
怒
と
不
信
を
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
、
以
前
か
ら
の
主
張
を
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

り
か
え
し
つ
つ
、
反
帝
國
主
義
者
に
、
帝
国
主
義
反
対
の
闘
い
を
共
に
前
進
さ
せ
る
よ
う
訴
え
て
い
た
。

　
し
か
し
、
彼
は
一
九
〇
〇
年
選
挙
に
お
い
て
は
、
当
初
、
反
帝
国
主
義
を
最
高
の
争
点
と
し
て
闘
う
こ
と
を
肯
ん
じ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

彼
が
条
約
批
准
を
促
進
し
た
経
緯
か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
一
九
〇
〇
年
選
挙
も
、
一
八
九
六
年
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
銀
貨

自
由
鋳
造
を
第
一
の
争
点
と
し
、
そ
れ
に
ト
ラ
ス
ト
、
帝
国
主
義
が
続
く
と
み
て
い
た
。
一
方
で
、
彼
は
ト
ラ
ス
ト
批
判
に
お
い
て
か
な
り
の

　
　
　
　
　
　
　
⑬

前
進
を
示
し
て
い
た
。

　
だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
八
九
九
年
中
間
選
挙
で
の
民
主
党
の
一
定
の
前
進
は
、
反
帝
国
主
義
・
反
軍
国
主
義
な
ど
新
争
点
の
導
入
に

よ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
反
帝
運
動
の
指
導
者
と
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
の
闘
に
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
反
帝
国
主
義
会
議

に
出
席
し
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
助
言
者
エ
ル
ウ
ッ
ド
・
コ
ー
ザ
ー
を
通
じ
て
連
絡
が
保
た
れ
て
い
た
。
コ
ー
ザ
ー
は
一
九
〇
〇
年
春
の
間
、
ブ
ラ

イ
ア
ン
に
反
帝
運
動
内
で
の
彼
に
対
す
る
支
持
あ
る
い
は
第
三
党
志
向
に
つ
い
て
絶
え
ず
情
報
を
与
え
、
も
し
、
民
主
党
大
会
が
強
い
反
帝
国

主
義
の
立
場
を
押
し
幽
せ
ば
、
反
帝
国
主
義
老
は
民
主
党
を
支
持
す
る
だ
ろ
う
と
の
見
通
し
を
伝
え
、
ま
た
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ミ
ス
と
の
会
談
を
設
定
し
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
反
帝
国
主
義
者
の
中
に
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
に
銀
貨
自
由
鋳
造
を
彼
の
争
点
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ら
外
す
よ
う
訴
え
る
も
の
も
い
た
。
ま
た
、
民
主
党
内
に
お
け
る
一
八
九
六
年
来
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
亡
霊
い
わ
ゆ
る
「
再
建
派
扁
（
器
。
お
斜
凱
器
物



アメリカ反帝国主義運動試論（横山）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
内
紛
も
、
反
帝
国
主
義
を
争
点
に
す
る
こ
と
で
糊
塗
さ
れ
る
情
勢
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
、
一
九
〇
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
も
依
然
と
し
て
銀
貨
自
由
鋳
造
を
第
一
争
点
と
す
る
こ
と
に
固
執
し
て
い
た
。
三

月
ニ
不
日
、
出
身
地
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
リ
ン
カ
ー
ン
で
、
彼
は
民
主
党
の
綱
領
問
題
に
ふ
れ
、
そ
れ
は
、
　
「
通
貨
、
ト
ラ
ス
ト
、
帝
国
主
義
」
の

順
で
あ
る
と
し
た
。
彼
は
ま
た
、
　
「
帝
国
主
義
は
そ
の
通
商
を
征
服
に
よ
っ
て
拡
大
せ
ん
と
す
る
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
野
望
に
そ
の
生
気
の
源
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

有
し
た
」
と
の
関
連
づ
け
も
示
し
た
。
ま
た
、
六
月
、
　
「
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
」
誌
へ
の
論
文
に
お
い
て
も
、
彼
は
争
点
を
通

貨
、
ト
ラ
ス
ト
、
帝
国
主
義
の
順
に
並
べ
、
結
局
、
一
九
〇
〇
年
の
選
挙
は
、
「
金
権
政
治
と
民
主
欄
と
の
問
の
」
、
「
ド
ル
と
人
間
と
の
間
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

闘
い
で
あ
る
と
意
義
づ
け
た
。

　
さ
て
、
六
月
二
二
臼
、
共
和
党
全
国
大
会
は
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
を
再
指
名
し
、
海
外
領
土
の
民
族
に
、
　
「
彼
等
の
福
利
と
我
々
の
責
務
に
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

致
し
た
最
高
程
度
の
自
治
」
を
許
す
べ
し
と
す
る
綱
領
を
採
択
し
た
。
　
「
ア
メ
リ
カ
反
帝
国
主
義
連
盟
」
執
行
委
員
会
は
こ
れ
を
一
蹴
し
、
二

月
の
決
定
ど
お
り
、
さ
ら
に
民
主
党
大
会
に
注
目
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
、
執
行
委
員
長
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
し
民
主
党
が
強
い
反
帝
国
主
義
の
立
場
を
と
ら
ね
ば
、
反
帝
国
主
義
者
は
第
三
党
を
結
成
す
る
と
の
警
告
を
与
え
た
。

　
民
主
党
指
導
老
も
六
月
に
は
帝
国
主
義
に
つ
い
て
の
綱
領
項
厨
の
準
備
に
助
力
す
べ
く
民
主
党
大
会
に
代
表
校
を
派
遣
す
る
よ
う
「
ア
メ
リ

カ
反
帝
国
主
義
連
盟
」
を
招
待
す
る
な
ど
し
て
接
近
を
は
か
っ
た
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
自
身
も
折
か
ら
作
成
中
の
民
主
党
綱
領
の
中
で
反
帝
国
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
立
場
を
強
化
す
る
よ
う
指
示
を
与
え
て
い
た
。

　
民
主
党
大
会
は
七
月
四
日
カ
ン
サ
ス
シ
テ
ィ
で
幕
を
あ
け
た
。
綱
領
委
員
会
で
は
銀
貨
に
つ
い
て
の
項
目
を
め
ぐ
っ
て
大
い
に
紛
塗
し
た
が
、

結
局
、
妥
協
し
た
形
で
、
帝
国
主
義
を
最
高
の
争
点
と
し
、
つ
い
で
ト
ラ
ス
ト
、
銀
貨
自
由
鋳
造
の
順
で
項
目
を
並
べ
た
草
案
が
採
択
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
草
案
は
大
会
で
熱
狂
的
に
承
認
さ
れ
た
。
大
統
領
候
補
に
は
当
初
か
ら
の
予
想
ど
お
り
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
指
名
さ
れ
た
。

　
民
主
党
綱
領
は
、
そ
の
半
分
近
く
を
帝
国
主
義
・
軍
国
主
義
批
判
に
費
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
論
点
は
す
で
に
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
述

べ
て
き
た
こ
と
の
く
り
か
え
し
に
す
ぎ
な
い
。
　
し
か
し
、
　
注
目
す
べ
き
論
点
が
あ
る
。
　
そ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
具
体
的
措
置
に
つ
い
て
次
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の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
「
我
々
は
、
第
一
に
、
安
定
し
た
形
の
統
一
、
第
二
に
、
独
立
、
そ
し
て
第
三
に
、
一
世
紀
近
く
に
わ

た
っ
て
中
南
米
の
諸
共
和
国
に
与
え
ら
れ
て
き
た
、
外
部
か
ら
の
干
渉
に
対
す
る
保
護
、
と
い
う
国
家
の
目
的
を
即
時
表
明
す
る
こ
と
を
支
持

　
㊧

す
る
」
、
と
。
こ
れ
は
、
即
時
停
戦
－
園
時
独
立
賦
与
言
明
！
1
合
衆
国
あ
る
い
は
中
立
化
に
よ
る
保
護
、
を
唱
え
る
反
帝
運
動
の
方
針
と

は
は
っ
き
り
異
な
り
、
む
し
ろ
、
合
衆
国
に
よ
る
保
護
領
化
を
も
許
容
し
う
る
構
想
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
同
綱
領
は
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
よ
り

も
さ
ら
に
政
府
側
の
構
想
に
近
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
一
つ
留
意
す
べ
き
は
、
同
綱
領
に
お
い
て
は
、
帝
国
主
義
の
根
源
が
何
で
あ
る

か
に
つ
い
て
の
言
及
が
全
く
欠
落
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
民
主
党
綱
領
は
そ
の
反
帝
国
主
義
に
つ
い
て
曖
昧
な
点
を
多
々
残
し
て
い
た
が
、
こ
の
空
隙
を
実
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
指
名
受

諾
演
説
が
埋
め
、
反
帝
運
動
全
体
を
究
極
的
に
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
の
連
合
に
赴
か
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
指
名
受
諾
演
説
は
、
一
九
〇
〇
年
八
月
八
日
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
演
説
の
大
半
を
帝
国

主
義
の
問
題
に
さ
さ
げ
る
よ
う
に
と
の
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
の
忠
告
を
う
け
入
れ
た
も
の
で
、
タ
イ
ト
ル
自
体
「
帝
国
主
義
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
。
今
や
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
帝
国
主
義
を
最
高
の
争
点
に
し
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
い
わ
ば
、
争
点
の
「
転
換
」
も
、
玉

の
3
で
明
ら
か
に
し
た
彼
の
帝
国
主
義
理
解
か
ら
し
て
、
彼
に
と
っ
て
は
何
ら
矛
盾
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
演
説
は
従
来
よ
り
の
彼
の
主
張
を
く
り
か
え
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
二
つ
の
特
徴
的
な
論
点
を
有
し
て
い
た
。

　
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
に
も
述
べ
て
き
た
帝
国
主
義
に
お
け
る
根
源
と
被
害
者
の
認
識
、
と
り
わ
け
被
害
者
認
識
を
よ
り
明
瞭
に
し
て
い
る
こ
と
。

た
と
え
ば
彼
は
、
　
「
…
…
帝
国
主
義
か
ら
最
少
の
利
益
し
か
得
な
い
人
々
こ
そ
が
、
そ
れ
に
伴
う
軍
事
負
担
に
よ
っ
て
最
も
被
害
を
う
け
る
…

…
。
労
働
老
と
農
民
が
共
通
に
被
っ
て
い
る
害
悪
に
加
え
て
、
労
働
老
は
、
も
し
、
東
洋
の
従
属
民
が
合
衆
国
に
仕
事
を
求
め
て
到
来
す
る
時
、

　
　
　
　
　
　
㊧

真
っ
先
に
苦
し
む
」
、
な
ど
と
指
摘
し
た
。

　
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
彼
は
、
「
唯
一
の
対
策
、
即
ち
、
彼
等
〔
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
〕
に
独
立
を
与
え
、
外
部
か
ら
の
妨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

害
に
対
し
彼
等
を
守
る
こ
と
を
提
案
す
る
」
、
と
の
べ
た
。
こ
の
提
案
は
、
基
本
的
に
は
、
反
帝
運
動
側
の
即
時
独
立
要
求
の
立
場
を
承
認
す
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る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
、
罠
主
党
綱
領
の
保
護
領
化
へ
の
傾
斜
が
反
帝
運
動
側
の
不
満
を
買
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た

アメリカ反帝國主義運動試論（横山）

　
3
リ
バ
テ
ィ
・
コ
ン
グ
レ
ス

　
さ
て
、
共
和
・
民
主
両
党
の
大
会
終
了
を
見
計
ら
っ
て
、
　
「
ア
メ
リ
カ
反
帝
連
盟
」
執
行
委
員
会
は
、
八
月
一
五
日
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ

ス
に
お
い
て
、
全
国
の
反
帝
連
盟
の
代
表
を
結
集
し
て
、
反
帝
運
動
の
全
国
大
会
と
も
い
う
べ
き
リ
バ
テ
ィ
・
コ
ン
グ
レ
ス
を
開
催
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

　
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
指
名
受
諾
演
説
は
反
帝
国
主
義
者
の
賞
讃
を
う
け
、
リ
バ
テ
ィ
・
コ
ン
グ
レ
ス
の
大
勢
を
ブ
ラ
イ
ア
ン
支
持
へ
と
促
し
た
。

　
し
か
し
、
第
三
党
志
向
派
は
そ
の
努
力
を
放
棄
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
リ
バ
テ
ィ
・
コ
ン
グ
レ
ス
を
彼
等
に
と
っ
て
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
と
み
な
し
、
執
拗
な
工
作
を
続
け
て
い
た
。
六
、
七
月
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
が
ボ
ス
ト
ン
を
訪
問
し
て
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

帝
運
動
指
導
者
と
接
触
し
て
い
た
。
こ
の
時
、
ス
ト
ー
レ
イ
が
最
も
好
意
的
反
応
を
示
し
た
。
ま
た
同
派
の
領
袖
シ
ュ
ル
ツ
は
、
八
月
七
日
エ

ド
ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
へ
、
「
バ
ウ
ト
ウ
ェ
ル
氏
と
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
氏
が
第
三
党
候
補
案
に
強
く
反
対
し
て
お
り
」
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
支
持
が
最
善
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
、
な
お
第
三
党
の
可
能
性
を
追
求
す
る
よ
う
に
と
、
忠
言
し
て
い
た
。
彼
は
ス
ト
…
レ
イ
に
も
同

様
の
意
向
を
伝
え
・
ス
ト
3
・
イ
身
も
第
三
党
へ
の
薯
を
捨
て
さ
れ
ず
動
揺
し
て
い
魑
・

　
彼
等
は
リ
バ
テ
ィ
・
コ
ン
グ
レ
ス
の
前
日
八
月
一
四
日
、
同
じ
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
で
、
第
三
党
の
た
め
の
全
国
大
会
を
開
い
た
が
、
参

加
者
は
一
三
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
八
月
一
五
臼
の
リ
バ
テ
ィ
・
コ
ン
グ
レ
ス
に
は
、
黒
人
市
民
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
市
民
、
ド
イ
ツ
系
市
民
な
ど
を
含
め
約
三
百
人
の

代
表
が
参
加
し
た
。
大
会
の
議
長
は
バ
ウ
ト
ウ
ェ
ル
が
務
め
、
ス
ト
ー
レ
イ
が
決
議
委
員
長
と
な
っ
た
。
バ
ゥ
ト
ウ
ェ
ル
は
開
会
の
あ
い
さ
つ

に
お
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
の
重
要
性
を
強
調
し
、
合
衆
国
の
中
国
へ
の
千
渉
を
非
難
し
、
義
和
団
の
乱
を
肯
定
し
た
。
そ
の
の
ち
、
彼
は
、
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「
我
々
は
何
事
か
を
成
し
遂
げ
た
。
反
帝
諸
連
盟
は
、
帝
国
主
義
の
名
と
特
徴
を
こ
の
大
陸
の
丸
太
小
屋
で
あ
れ
、
平
原
の
キ
ャ
ン
プ
で
あ
れ
、

あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
、
知
ら
れ
、
話
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
」
、
と
こ
れ
ま
で
反
帝
運
動
の
啓
発
的
成
果
を
誇
っ
た
。
　
一
方
、
　
二
五
人
か
ら

成
る
決
議
委
員
会
は
長
い
討
論
の
末
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
決
議
案
を
、
今
な
お
第
三
党
に
望
み
を
託
し
投
票
権
を
保
留
し
た
委
員
長
ス
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

レ
イ
を
除
く
全
員
の
一
致
で
大
会
に
報
告
し
た
。

　
即
ち
、
決
議
案
は
、
　
「
些
細
な
国
内
政
策
闇
題
に
つ
い
て
の
見
解
に
心
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
が
な
し
て
き
た
事
柄
に
不

承
認
の
刻
印
を
押
す
べ
く
、
彼
へ
の
投
票
を
や
ぬ
る
こ
と
」
を
有
権
老
に
勧
告
し
、
　
「
我
々
は
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
氏
の
再
選
に
反
対
す
る
た
め

の
他
の
い
か
な
る
方
法
を
も
歓
迎
す
る
一
方
、
帝
国
主
義
を
粉
砕
す
る
最
も
効
果
的
な
方
法
と
し
て
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
氏
を
直
接
支
持
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
忠
言
す
る
」
、
と
述
べ
て
い
た
。

　
さ
て
、
つ
づ
く
討
論
で
は
、
黒
人
堅
蔵
や
、
折
し
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
帰
還
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
争
は
「
合
衆
国
史
上
か
っ
て
行
わ
れ
た
最

も
忌
む
べ
き
犯
罪
」
で
あ
る
と
糾
弾
し
た
兵
士
な
ど
を
含
め
、
多
く
の
人
々
が
決
議
案
を
支
持
し
た
。
第
三
党
志
向
派
も
精
一
杯
自
ら
の
方
針

を
訴
え
た
が
、
採
決
に
お
い
て
は
、
圧
倒
的
に
決
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
黒
人
代
表
の
要
請
に
よ
り
、
国
内
の
黒
人
市
民
の
完
全
な

市
民
的
・
政
治
的
権
利
の
実
現
を
支
持
す
る
声
明
を
採
択
し
て
、
民
主
党
と
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
レ
イ
シ
ズ
ム
へ
の
危
険
な
傾
斜
に
警
告
を
与
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

リ
バ
テ
ィ
・
コ
ン
グ
レ
ス
の
翌
日
、
反
帝
運
動
指
導
部
は
民
主
党
豊
国
委
員
会
と
の
協
力
を
決
定
し
た
。

　
我
々
は
こ
こ
に
お
い
て
、
ボ
ス
ト
ン
改
革
老
グ
ル
ー
プ
の
多
く
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
提
唱
、
推
進
さ
れ
て
き
た
広
範
な
国
民
的
連
合
路
線
が
、

そ
の
後
の
反
戦
運
動
の
国
民
的
高
揚
を
背
景
に
、
つ
い
に
、
一
方
で
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
民
主
党
に
帝
国
主
義
問
題
を
一
九
〇
〇
年
選
挙
の
最
高

の
争
点
と
し
て
採
用
さ
せ
、
他
方
で
は
、
運
動
内
の
上
層
指
導
者
に
よ
っ
て
唱
導
さ
れ
る
分
裂
的
第
三
党
志
向
を
圧
倒
し
、
彼
等
を
も
ひ
き
ず

り
つ
つ
、
罠
主
党
と
の
連
合
フ
ロ
ン
ト
を
形
成
し
た
こ
と
を
確
認
し
う
る
。
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アメil力反帝国主義運動試論（横山）

　
一
一
月
の
選
挙
に
向
け
て
開
始
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ペ
…
ン
に
お
い
て
、
反
帝
運
動
は
、
文
書
・
パ
ン
フ
レ
ヅ
ト
の
発
行
、
指
導
者
の
遊
説
・
寄

稿
、
集
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、
民
主
党
と
の
間
に
直
接
・
間
接
の
共
闘
を
展
開
し
た
。

　
さ
て
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
の
間
に
連
合
フ
ロ
ン
ト
を
形
成
し
た
反
帝
国
主
義
者
、
と
り
わ
け
そ
の
推
進
を
担
っ
た
ボ
ス
ト
ン
改
革
老
グ
ル
…
プ

の
多
数
派
は
、
単
な
る
政
治
的
方
便
と
し
て
こ
の
路
線
を
採
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
共
闘
の
基
盤
を
そ
れ
ぞ
れ
の
帝
国
主
義
理
解
、
と
り
わ

け
そ
の
「
根
源
i
被
害
老
」
認
識
が
一
致
す
る
に
至
っ
た
こ
と
の
中
に
見
い
出
し
て
い
た
。
早
く
も
七
月
、
親
政
府
系
の
「
ボ
ス
ト
ン
・
ジ

ャ
ー
ナ
ル
」
紙
は
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
観
察
を
し
て
い
た
。
　
「
ブ
ラ
イ
ア
ン
氏
と
そ
の
副
官
た
ち
は
、
既
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
ア

メ
リ
カ
の
干
渉
は
独
占
資
本
家
と
黄
金
虫
た
ち
（
σ
q
o
一
二
げ
庫
σ
q
ω
）
の
策
略
で
あ
る
と
広
範
に
宣
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
反
帝
連
盟
が
無

邪
気
に
も
こ
の
考
え
方
に
そ
の
貴
重
な
承
認
を
与
え
て
い
る
」
・
辱
・

　
実
際
、
反
帝
国
主
義
者
の
側
か
ら
も
こ
れ
を
確
認
す
る
発
言
が
み
ら
れ
た
。
六
月
、
西
部
マ
サ
チ
ュ
…
セ
ッ
ツ
の
著
名
な
反
帝
国
主
義
老
は
、

ブ
ラ
イ
ア
ン
は
「
帝
国
主
義
は
主
要
に
は
貧
欲
な
商
業
主
義
の
成
長
の
所
産
で
あ
る
」
と
す
る
「
一
般
的
見
解
」
に
お
い
て
本
質
的
に
正
し
い

が
故
に
、
そ
の
立
候
補
を
支
持
す
る
と
語
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
連
盟
の
指
導
老
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ウ
ェ
ル
シ
ュ
も
同
見
解

で
あ
り
、
彼
は
、
反
帝
国
主
義
老
は
、
　
「
組
識
さ
れ
た
、
良
心
の
な
い
富
の
力
」
が
合
衆
国
へ
の
最
大
の
脅
威
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
点
で

ブ
ラ
イ
ア
ン
に
完
全
に
同
意
し
て
お
り
、
「
我
々
は
彼
と
と
も
に
、
こ
の
力
は
帝
国
主
義
を
支
え
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
」
、
と
言
明
し

　
　
⑭

て
い
た
。

　
一
方
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
、
従
来
よ
り
の
帝
国
主
義
理
解
を
く
り
か
え
し
表
明
し
て
い
た
。
曰
く
、
　
「
資
本
家
は
軍
国

主
義
と
帝
国
主
義
の
中
に
利
点
を
見
る
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か
し
、
ど
こ
に
、
勤
労
者
の
分
け
前
が
あ
る
の
だ
。
…
…
彼
の
運
命
は
『
富
め
る
人

の
配
当
の
た
め
に
死
ぬ
』
こ
と
で
あ
る
」
。
あ
る
い
は
、
帝
国
主
義
は
海
外
投
資
を
防
衛
す
る
た
め
の
み
な
ら
ず
、
国
内
の
コ
モ
ン
・
ビ
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ル
を
威
嚇
す
る
た
め
に
軍
国
主
義
を
必
要
と
し
て
い
る
、
等
々
。

　
こ
の
見
解
に
は
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
も
完
全
に
同
意
し
、
　
「
こ
の
国
の
富
め
る
人
々
は
群
衆
に
不
信
を
持
ち
、
自
ら
の
防
衛
の
た
め
、
剣
を
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用
意
し
は
じ
め
て
い
る
。
暴
力
の
危
機
は
下
か
ら
で
な
く
上
か
ら
来
て
い
る
」
、
と
指
摘
し
た
。

　
反
帝
国
主
義
者
、
な
か
ん
ず
く
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
多
数
派
と
ブ
ラ
イ
ア
ン
派
か
ら
成
る
連
合
フ
μ
ン
ト
に
と
っ
て
、
今
次
大
統
領

選
挙
は
、
F
・
B
・
サ
ン
ボ
ー
ン
が
集
約
的
に
述
べ
た
よ
う
に
、
　
「
百
万
長
者
、
鉄
道
、
銀
行
家
、
鉄
工
所
、
砂
糖
ト
ラ
ス
ト
、
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
石
油
タ
ン
ク
、
炭
鉱
、
汽
船
シ
ン
ジ
ケ
；
ト
、
新
聞
所
有
者
な
ど
の
、
集
積
さ
れ
た
、
悪
性
の
、
防
壁
を
め
ぐ
ら
せ
た
資
本
の
、
国
内
の
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

困
層
、
中
産
層
、
海
外
の
弱
小
民
族
に
紺
す
る
戦
い
で
あ
る
」
、
と
映
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
我
々
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
も
、
右
の
発
言
か
ら
も
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
帝
国
主
義
理
解
が
、
そ
し
て
ボ
ス
ト
ン

改
革
者
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
が
、
従
っ
て
連
合
フ
ロ
ン
ト
の
そ
れ
が
、
大
枠
に
お
い
て
は
、
そ
の
「
国
内
完
結
性
」
か
ら
脱
試
し
え
て
い
な
い
事

実
に
直
面
す
る
。

　
こ
の
こ
と
は
ま
た
間
接
的
な
形
、
つ
ま
り
、
再
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
民
と
の
連
帯
の
拒
否
と
い
う
形
で
露
黒
さ
れ
た
。
即
ち
、
一
〇
月
中
旬
、

ア
ギ
ナ
ル
ド
の
代
表
が
民
主
党
と
反
帝
運
動
指
導
者
に
接
近
し
、
も
し
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
当
選
し
た
な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
ア
ギ
ナ
ル
ド
の
名
で
フ

ィ
リ
ピ
ン
国
罠
は
戦
争
停
止
を
声
明
す
る
と
の
申
し
出
を
行
っ
た
。
民
主
党
指
導
部
は
「
反
逆
」
の
指
弾
を
う
け
る
こ
と
を
恐
れ
、
代
表
と
関

り
を
も
っ
こ
と
を
拒
否
し
た
。
反
帝
運
動
指
導
者
も
交
渉
を
退
け
、
会
長
バ
ゥ
ト
ウ
ェ
ル
が
投
票
の
数
日
前
に
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
当
選
の
あ
か
つ

き
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
直
ち
に
戦
闘
を
停
止
す
る
で
あ
ろ
う
と
示
唆
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
反
帝
運
動
が
依
然
と
し
て
コ

ン
フ
ォ
ー
、
ミ
テ
ィ
の
強
迫
に
対
し
弱
点
を
麿
し
て
い
た
こ
と
を
語
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
、
そ
の
基
本
的
関
心
方
向
そ
の
も
の
の
あ
り
方

－
一
「
内
向
性
」
あ
る
い
は
「
国
内
完
結
性
」
一
を
間
接
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
進
行
し
て
い
っ
た
が
、
連
合
フ
ロ
ン
ト
の
側
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
っ
た
。
運
動
内
の
第
三
党
志
向
派
の
シ
ュ
ル

ツ
や
ス
ト
ー
レ
イ
も
最
終
的
に
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
支
持
に
廻
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
期
待
さ
れ
た
労

働
港
の
結
集
も
．
コ
ン
パ
ー
ズ
の
中
立
的
立
場
に
影
響
さ
れ
て
十
分
果
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
｝
方
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

労
働
者
の
よ
う
に
マ
ヅ
ク
ネ
イ
ル
ら
に
指
導
さ
れ
て
積
極
的
に
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
支
持
活
動
を
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
黒
人
の
参
加
に
つ
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い
て
も
、
民
主
党
や
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
南
部
民
主
党
へ
の
配
慮
か
ら
、
白
人
レ
イ
シ
ズ
ム
に
曖
味
な
態
度
を
と
り
、
こ
の
点
で
の
ホ
ー
ア
ら
の
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

撃
に
十
分
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
不
満
足
な
状
況
に
あ
っ
た
。
ま
た
一
つ
の
興
味
あ
る
事
実
は
、
社
会
民
主
党
員
の
一
部
が
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
…
ン
の
問
題
は
「
独
占
対
人
民
で
あ
る
。
帝
国
主
義
は
外
国
の
地
に
そ
の
牙
を
む
い
て
い
る
独
占
そ
の
も
の
に
す
ぎ
ぬ
」
と
の
位

置
付
け
か
ら
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
支
持
を
表
明
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
帝
国
主
義
問
題
を
最
高
の
争
点
と
し
た
も
の
の
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
進
行
す
る
に
つ
れ
、
東
部
で
は
ト
ラ
ス
ト
、
帝

国
主
義
、
労
働
問
題
の
願
で
強
調
し
、
銀
貨
自
由
鋳
造
は
落
し
、
ま
た
中
西
部
で
は
労
働
・
ト
ラ
ス
ト
問
題
、
南
部
で
は
銀
貨
自
由
鋳
造
を
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

調
し
た
。
と
り
わ
け
最
終
盤
で
は
ト
ラ
ス
ト
問
題
の
比
重
が
高
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
彼
の
「
独
占
一
－
国
内
人
民
」
矛
盾
認
識
の
枠
内
で
は
、

こ
の
強
調
点
の
自
在
な
転
換
に
も
何
ら
論
理
的
矛
盾
は
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
さ
て
、
早
々
に
ブ
ラ
イ
ア
ン
を
拒
絶
し
、
反
帝
運
動
の
大
勢
か
ら
孤
絶
し
て
い
た
ホ
…
ア
は
七
月
よ
り
マ
ッ
キ
ン
レ
i
再
選
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
開
始
し
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
民
主
党
の
レ
イ
シ
ズ
ム
と
、
そ
の
反
帝
国
主
義
の
不
徹
底
さ
を
批
判
し
て
い
た
。
ま
た
、
連
合
フ
ロ
ン
ト
が
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
い
た
、
帝
国
主
義
の
根
源
は
独
占
で
あ
る
と
の
認
識
に
対
し
て
は
、
組
織
さ
れ
た
富
は
国
に
と
っ
て
脅
威
で
は
な
い
、
と
し
て
こ
れ
を
退
け
た
。
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5
　
選
挙
結
果

　
選
挙
の
結
果
は
マ
ヅ
キ
ン
レ
ー
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
一
般
投
票
で
は
約
七
二
〇
万
対
六
三
〇
万
、
選
挙
人
獲
得
数
で
は
二
九
二
対
一
五
五
で

あ
っ
た
。
た
し
か
に
両
者
の
差
は
一
八
九
六
年
よ
り
開
い
た
。
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
は
と
く
に
中
西
部
で
進
出
し
た
。
し
か
し
、
一
方
、
ブ
ラ
イ
ア

ン
も
東
部
に
お
い
て
伸
び
た
。
と
り
わ
け
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
に
お
い
て
は
、
両
者
の
差
は
一
八
九
六
年
の
十
七
万
八
千
票
か
ら
一
九
〇
〇
年

の
八
万
票
へ
と
縮
ま
っ
た
。
な
か
で
も
、
ボ
ス
ト
ン
で
は
一
八
九
六
年
に
は
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
が
八
千
票
差
で
お
さ
え
た
の
に
対
し
、
今
回
は
逆

に
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
マ
ッ
キ
ン
レ
…
に
一
万
八
千
票
差
を
つ
け
た
。
こ
の
伸
張
に
は
ボ
ス
ト
ン
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
反
帝
運
動
が
大
い
に
寄
与

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
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「
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
・
タ
イ
ム
ズ
」
紙
は
、
反
帝
国
主
義
者
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
に
お
け
る
自
ら
の
成
果
を
誇
り
う
る
、
と
し
て
そ
の
健

　
　
　
　
⑳

闘
を
讃
え
た
。

　
こ
こ
に
、
反
帝
運
動
は
そ
の
精
嚢
期
、
従
っ
て
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
終
え
た
。
こ
の
期
、
政
治
路
線
の
選
択
と
い
う
き
わ
め
て
リ
ア

ル
な
課
題
に
直
面
す
る
中
で
、
反
帝
運
動
内
に
、
こ
れ
ま
で
は
潜
伏
し
て
い
た
分
派
が
顕
現
し
た
。
こ
の
中
で
、
運
動
論
に
お
い
て
は
広
範
な

国
民
連
合
路
線
を
志
向
し
、
そ
の
帝
国
主
．
義
理
解
に
お
い
て
は
「
国
内
完
結
性
」
の
弱
点
を
持
ち
つ
つ
も
、
　
「
独
占
一
国
内
人
民
」
矛
盾
を

認
識
の
軸
に
す
え
た
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
派
が
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
の
多
数
派
を
占
め
る
に
至
り
、
運
動
論
に
お
い

て
は
超
党
派
連
合
に
消
極
的
で
あ
り
、
帝
国
主
義
理
解
に
お
い
て
は
根
源
を
認
識
し
え
ぬ
「
内
向
性
」
論
理
し
か
持
ち
合
わ
せ
ぬ
シ
ェ
ル
ツ
、

ス
ト
ー
レ
イ
ら
の
分
裂
的
第
三
党
志
向
派
を
圧
倒
し
、
彼
等
を
も
、
両
派
に
と
っ
て
大
枠
の
論
理
で
あ
る
「
内
向
性
」
で
も
っ
て
包
摂
し
つ
つ
、

ひ
き
ず
り
こ
み
、
つ
い
に
、
そ
の
帝
国
主
義
理
解
に
お
い
て
、
そ
こ
に
近
似
性
あ
る
い
は
一
致
を
見
い
出
す
に
至
っ
て
い
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
派
と

の
間
に
連
合
フ
ロ
ン
ト
を
形
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
、
一
九
〇
〇
年
選
挙
こ
そ
は
、
反
帝
運
動
、
と
り
わ
け
ボ
ス
ト
ン
改
革
老
グ
ル

ー
プ
多
数
派
に
と
っ
て
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
あ
っ
た
。
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℃
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ラ
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ピ
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メ
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カ

　
軍
に
よ
る
蛮
行
に
つ
い
て
ふ
れ
な
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こ
と
に
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て
、
O
o
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o
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．
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⑳
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局
部
的
善
戦
は
あ
っ
た
も
の
の
、
反
帝
国
主
義
運
動
は
敗
北
し
た
。
反
帝
国
主
義
者
に
と
っ
て
挫
折
は
深
か
っ
た
。
連
舎
フ
ロ
ン
ト
の
唱
導

老
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
は
選
挙
直
後
よ
り
長
期
に
わ
た
る
沈
滞
に
お
ち
こ
ん
で
い
っ
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ロ
フ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

そ
の
衝
撃
は
「
あ
た
か
も
こ
の
国
が
殺
獄
と
略
奪
i
1
血
と
灰
燈
に
の
め
り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
反
帝
運
動
は
組
織
的
に
も
、
政
治
的
力
貴
に
お
い
て
も
急
速
に
衰
退
し
て
行
く
。
た
し
か
に
、
反
帝
連
盟
と
し
て
は
、
そ
の
敗
北

を
認
め
ず
、
一
九
〇
四
年
ま
で
の
間
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
残
虐
行
為
の
大
々
的
暴
露
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
上
院
調
査
委

員
会
の
設
置
、
　
キ
ュ
ー
バ
へ
の
プ
ラ
ッ
ト
修
正
適
用
反
対
、
　
パ
ナ
マ
事
件
糾
弾
な
ど
様
々
の
問
題
に
と
り
く
み
つ
つ
、
興
味
あ
る
軌
跡
を
描

く
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
し
ょ
せ
ん
、
　
「
死
ん
だ
馬
に
鞭
打
っ
て
い
る
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
組
織
的
に
は
、
一
九
〇
〇
年
以
後
、
シ

カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
…
ク
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
な
ど
の
連
盟
が
消
滅
し
、
唯
一
残
っ
た
「
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
連
盟
」
は
、
一
九
〇
四
年
、

「
反
帝
国
主
義
連
盟
」
を
再
称
す
る
に
至
る
。
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る
組
織
の
中
で
も
、
シ
ュ
ル
ツ
、
ス
ト
ー
レ
イ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ア
ダ
ム
ズ

等
の
保
守
的
上
層
指
導
者
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
よ
り
穏
和
な
政
策
を
政
府
に
要
求
す
る
と
い
っ
た
き
わ
め
て
一
面
的
で
微
温
的
運
動
を
細
々

　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
継
続
す
る
に
す
ぎ
ぬ
。
一
方
、
連
合
路
線
派
で
あ
っ
た
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
；
ド
、
パ
ウ
ト
ウ
ェ
ル
、
サ
ン
ボ
ー
ン
な
ど
の
影
響
力
は
薄
れ
て
い

っ
た
。

　
反
帝
連
盟
は
一
九
〇
四
年
大
統
領
選
に
お
い
て
民
主
党
候
補
パ
ー
カ
…
を
支
持
す
る
。
し
か
し
、
反
帝
国
主
義
老
あ
る
い
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
支

持
老
の
多
く
は
、
ス
ト
…
レ
イ
の
考
え
た
よ
う
に
、
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
支
持
へ
流
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
例
え
ば
、
マ
サ
チ
ュ
…
セ
ッ
ツ
に
お
い
て
は
、
ロ
…
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
大
勝
し
、
知
事
選
で
は
強
い
反
帝
国
主
義
の
立
場
を
と
る
民
主
党
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

補
が
勝
利
し
た
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
よ
う
。

　
反
帝
運
動
を
担
い
、
そ
れ
に
関
つ
た
人
々
の
関
心
が
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
傾
斜
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
様
々
な
理
由
が
あ
げ
ら
れ
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よ
う
。
し
か
し
、
我
々
は
、
こ
の
傾
斜
を
基
礎
付
け
る
論
理
的
必
然
性
が
、
実
は
、
盛
期
反
帝
運
動
の
中
に
内
在
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い

る
。　

一
九
〇
三
年
、
反
帝
國
主
義
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
ビ
ス
ビ
ー
師
は
次
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
問
題
は
副
次
的
な
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
非
常
に
根
深
い
病
弊
の
単
な
る
前
兆
に
す
ぎ
ぬ
。
パ
ナ
マ
問
題
も
同
じ
こ
と
だ
。

我
々
は
国
内
に
問
題
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
時
代
は
、
原
基
的
で
真
正
な
民
主
主
義
が
圧
倒
的
な
金
権
権
力
に
対
し
て
生
死
を
か

け
て
闘
っ
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
し
『
こ
の
連
盟
の
視
野
を
拡
げ
て
、
そ
れ
を
真
正
な
民
主
主
義
の
利
益
の
た
め
の
、
巨
大
で
、
一
般
的
で
、
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

深
い
運
動
に
す
べ
き
で
あ
る
。
」
、
と
。
こ
の
発
言
の
中
に
は
、
反
帝
運
動
に
内
在
す
る
帝
国
主
義
理
解
の
「
内
向
性
」
、
そ
の
う
ち
で
も
と
り
わ

け
「
国
内
完
結
性
」
が
結
晶
化
さ
れ
た
形
で
表
白
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
一
九
〇
二
年
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
争
終
結

宣
言
、
あ
る
い
は
、
体
制
側
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
新
桑
心
地
主
義
」
の
採
用
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
を
純
粋
の
国
内
論
理
と
し
て
展
開
さ
せ
る

状
況
を
許
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
体
現
さ
れ
る
革
新
主
義
の
進
行
は
、
彼
の
「
ト
ラ
ス
ト
狩
り
」
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
帝
国
主
義
の
根
源
で
あ
る
独
占
と
そ
の
被
害
着
で
あ
る
国
内
人
民
の
間
の
矛
盾
を
直
接
に
つ
く
も
の
の
よ
う
に
み
え
た
。
こ
こ
に
反

帝
圏
主
義
者
が
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
吸
引
さ
れ
て
い
っ
た
主
因
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
反
帝
運
動
は
革
新
主
義
へ
向
う
こ
と
を
許
さ
れ
、

そ
の
基
底
的
部
分
は
そ
れ
に
吸
引
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
帝
国
主
義
の
「
根
源
ほ
主
敵
翻
ト
ラ
ス
ト
」
認
識
の
弱
い
部
分
、
即
ち
、

帝
国
主
義
理
解
の
「
内
向
性
」
に
の
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
上
層
部
分
1
か
っ
て
の
第
三
党
志
向
派
な
ど
一
は
、
そ
れ
が
故
に
、
国
内
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
て
明
確
な
改
革
運
動
を
組
み
え
ず
、
依
然
と
し
て
、
き
わ
め
て
抽
象
的
で
狭
小
な
「
反
帝
運
動
」
に
し
が
み
つ
く
こ
と
に
な
る
。

　
①
ω
〇
三
同
ヨ
。
さ
魯
．
ミ
こ
や
さ
。
劇
一
昌
こ
O
自
9
0
》
ミ
こ
や
一
G
。
ω
。
　
　
　
　
③
ω
o
竃
憎
日
Φ
び
魯
・
ミ
．
魔
や
b
。
㎝
b
。
。

　
②
チ
ャ
…
ル
ズ
・
ア
ダ
ム
ズ
は
、
反
帝
運
動
と
絶
縁
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
　

④
円
。
ヨ
覧
（
ぎ
ω
陶
。
》
ミ
黛
や
ト
。
＄
．

　
後
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
争
停
止
、
彼
地
へ
の
介
入
削
減
等
を
要
求
す
る
提
案
に
名
　
　
　
　
⑥
　
反
帝
連
盟
は
名
目
的
に
は
一
九
二
〇
年
ま
で
存
続
す
る
。

　
前
を
貸
す
な
ど
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
切
。
剛
。
。
【
δ
さ
。
》
職
計
ワ
匿
O
甲
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一
八
九
八
年
六
月
、
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
を
核
と
し
て
発
足
し
た
反
帝
国
主
義
運
動
は
、
そ
の
組
織
方
針
ど
お
り
、
き
わ
め
て
多
様

か
つ
広
範
な
国
民
諸
階
層
を
結
集
し
た
運
動
へ
と
飛
翔
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
運
動
は
、
一
見
、
そ
の
参
加
者
に
お
い
て
多
様
、
そ
の
過
程
に

お
い
て
平
板
に
見
え
な
が
ら
も
、
実
は
、
そ
の
中
に
、
そ
れ
と
識
別
し
う
る
基
本
的
諸
グ
ル
㌧
フ
と
、
状
況
の
提
起
す
る
課
題
に
み
あ
っ
た
、

運
動
内
容
の
時
期
的
変
動
を
有
し
て
い
た
。

　
第
一
期
”
海
外
領
土
（
と
り
わ
け
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
併
合
が
提
起
さ
れ
る
中
で
、
反
帝
運
動
は
明
確
に
そ
の
拒
否
を
も
っ
て
応
え
た
。
こ
れ
は
対

案
的
フ
ィ
リ
ピ
ン
措
置
策
を
欠
落
さ
せ
て
い
た
が
故
に
、
い
わ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
「
突
き
放
し
」
策
と
も
い
え
た
。
彼
等
は
こ
の
課
題
を
連
邦

議
会
内
闘
争
と
い
う
狭
小
な
枠
の
中
で
達
成
せ
ん
と
し
た
。
一
方
、
こ
の
紺
応
を
基
底
に
於
て
支
え
た
も
の
は
彼
等
の
帝
国
主
義
理
解
で
あ
っ

た
。
彼
等
は
帝
国
主
義
の
現
象
形
態
を
海
外
領
土
の
政
治
的
支
配
と
し
て
捉
え
た
。
こ
の
捉
え
方
は
、
反
帝
運
動
の
金
期
間
、
全
階
層
を
通
じ

ほ
ぼ
不
変
で
あ
る
と
断
言
し
う
る
。
ま
た
、
帝
国
主
義
の
本
質
（
根
源
i
被
害
者
）
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
派
、

即
ち
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
部
分
は
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
「
独
占
一
国
内
人
民
」
矛
盾
と
し
て
感
知
し
た
が
、
運
動

全
体
と
し
て
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
む
し
ろ
根
源
認
識
を
欠
き
、
被
害
は
国
内
に
あ
る
と
す
る
点
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
帝
国

主
義
理
解
の
「
内
向
性
」
と
も
呼
び
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
期
…
条
約
批
准
成
立
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
争
勃
発
と
い
う
状
況
の
中
で
、
反
帝
運
動
は
反
戦
運
動
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
賦
与
誓
約
獲
得
運

動
へ
と
転
回
し
た
。
し
か
し
、
運
動
は
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
の
強
迫
の
中
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
民
と
の
連
帯
の
限
界
を
露
介
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ド

フ
ォ
ー
ド
な
ど
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
部
分
は
こ
れ
を
あ
る
程
度
克
服
し
た
も
の
の
、
そ
れ
と
て
も
や
は
り
精
神
的
連

帯
に
と
ど
ま
っ
た
。
実
は
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
動
揺
も
、
帝
国
主
義
理
解
の
「
内
向
性
」
に
根
ざ
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の

期
、
反
帝
運
動
の
帝
国
主
義
理
解
は
第
一
期
の
そ
れ
を
で
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
海
外
戦
争
の
衝
撃
の
中
で
、
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
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グ
ル
ー
プ
内
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
派
の
「
独
占
－
国
内
人
民
」
矛
盾
認
識
が
徐
々
に
浮
上
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　
第
三
期
”
帝
国
主
義
勢
力
の
打
倒
を
図
ざ
す
政
治
戦
の
時
期
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
こ
れ
は
二
年
間
に
わ
た
る
運
動
の
総
決
算
の
場
で
あ
っ

た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
反
帝
運
動
内
の
諸
グ
ル
ー
プ
が
顕
在
化
し
た
。

　
さ
て
、
こ
こ
に
生
じ
た
諸
グ
ル
ー
プ
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
規
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
バ
ウ
ト
ウ
ェ
ル
が
一
九
〇
二
年
に
述
懐
し
た
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
、
反
帝
運
動
全
体
は
労
働
者
の
結
集
を
十
分
な
し
え
ず
、
つ
い
に
プ
チ
・
ブ
ル
的
構
成
を
脱
し
き
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
の
連
合
路
線
派
は
、
帝
国
主
義
理
解
の
中
軸
に
「
独
占
一
国
内
人
民
」
矛
盾
認
識
を
も
ち
、
そ
の
運
動
方
針
と
し
て
広

範
な
国
民
連
合
フ
ロ
ン
ト
を
志
向
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
、
マ
ッ
ク
ネ
イ
ル
、
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
、
サ
ン
ボ
ー
ン
な
ど
に

代
表
さ
れ
、
徐
々
に
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
の
中
で
多
数
派
を
形
成
す
る
に
至
る
。
一
方
、
第
三
党
志
向
派
は
シ
ュ
ル
ツ
、
ス
ト
r
レ
イ

等
の
よ
り
上
層
部
分
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
、
そ
の
帝
国
主
義
理
解
は
、
国
内
諸
原
則
や
制
度
へ
の
打
撃
を
主
悪
と
し
て
捉
え
る
き
わ
め
て
抽
象

的
な
も
の
で
あ
り
、
帝
国
主
義
の
「
根
源
…
主
敵
」
に
つ
い
て
の
認
識
を
欠
落
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
運
動
方
針
は
、
指
互
の
里
美
に
固
執
し
、

広
範
な
戦
線
の
結
成
に
消
極
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
が
ブ
ラ
イ
ア
ン
に
反
対
し
た
理
由
は
、
彼
の
銀
貨
自
由
鋳
造
な
ど
の
経
済
政
策

へ
の
嫌
悪
の
故
で
あ
っ
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
に
と
っ
て
、
銀
貨
自
由
鋳
造
と
は
、
　
「
独
占
i
国
内
人
民
」
矛
盾
の
一
つ

の
表
象
で
あ
っ
た
。
こ
の
矛
盾
認
識
の
有
無
こ
そ
が
両
者
を
分
っ
た
。
第
三
党
志
向
派
に
は
そ
れ
が
全
く
欠
落
し
て
い
た
。
こ
こ
に
両
者
の
不

和
の
因
が
あ
る
。
ま
た
共
和
党
の
内
部
改
革
を
唱
え
た
ホ
ー
ア
に
至
っ
て
は
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
を
結
局
は
支
持
し
、
組
織
さ
れ
た
富
は
国
に
と

っ
て
脅
威
で
は
な
い
と
明
言
し
た
こ
と
か
ら
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
、
　
「
独
占
－
国
内
人
民
」
矛
盾
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
た
。
し
か
も
彼

は
、
広
範
な
国
民
の
結
集
し
た
力
を
信
じ
ぬ
個
人
主
義
的
「
改
革
者
」
で
あ
っ
た
。
第
三
党
派
、
ホ
ー
ア
と
も
に
社
会
の
矛
盾
を
捉
え
る
認
識

軸
i
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
「
独
占
－
一
人
民
」
矛
盾
認
識
1
を
欠
い
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
レ
ー
ニ
ン
の
い
う
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主

主
義
の
最
後
の
モ
ヒ
カ
ン
族
」
と
は
、
彼
等
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
呼
称
で
は
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
諸
グ
ル
ー
プ
の
主
張
す
る
諸
路
線
の
中
で
、
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
多
数
派
の
主
張
す
る
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
の
連
合
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路
線
が
、
上
層
指
導
者
の
唱
導
す
る
第
三
党
路
線
、
あ
る
い
は
共
和
党
内
部
改
革
路
線
を
圧
倒
し
、
つ
い
に
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
の
連
合
フ
ロ
ン

ト
の
結
成
に
成
功
す
る
。
こ
の
フ
ロ
ン
ト
は
単
な
る
政
治
的
方
便
の
産
物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
両
者
に
共
通
す
る
帝
国
主
義
理
解
に
基
礎

付
け
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
こ
そ
は
き
わ
め
て
エ
モ
ー
シ
皿
ナ
ル
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
帝
国
主
義
の
本
質
を
「
独
占
i
国
内

人
毘
」
矛
盾
の
一
表
象
と
す
る
認
識
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
こ
の
認
識
を
ボ
ス
ト
ン
改
革
者
グ
ル
ー
プ
多
数
派
も
獲
得
す
る

に
至
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
　
こ
の
認
識
も
ま
た
帝
国
主
義
理
解
の
「
内
向
性
」
の
枠
内
に
含
ま
れ
、
そ
の
中
で
も
む
し
ろ
、
「
国
内
ぬ
7
5
結
的
」

帝
国
主
義
理
解
と
よ
び
う
る
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
反
帝
運
動
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
面
と
の
連
帯
は
依
然
と
し
て
精
神
的
な
そ
れ
に
留

ま
っ
た
。

　
一
九
〇
〇
年
以
後
、
こ
の
「
国
内
完
結
的
」
帝
国
主
義
理
解
に
依
拠
し
た
反
帝
国
主
義
者
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
民
の
服
従
化
の
進
行
、
　
「
新

植
民
地
主
義
」
の
採
用
、
そ
し
て
、
な
か
ん
ず
く
、
革
新
主
義
の
興
起
の
中
で
、
自
ら
の
論
理
の
命
ず
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
革
新
主
義
へ
と
合

流
し
て
行
く
。
こ
こ
に
、
反
帝
運
動
の
基
部
は
そ
の
顕
著
な
表
象
を
失
い
、
運
動
は
「
衰
退
」
し
て
行
く
。
一
方
、
　
「
内
向
的
」
帝
国
主
義
理

解
に
の
み
留
っ
て
い
る
部
分
は
と
り
残
さ
れ
、
形
骸
化
し
た
「
反
帝
運
動
」
に
固
執
す
る
。
け
だ
し
、
反
帝
運
動
（
と
り
わ
け
基
部
）
は
帝
国
主

義
と
独
占
の
関
連
を
認
識
し
え
な
か
っ
た
が
故
に
衰
退
し
て
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
、
そ
の
関
連
を
主
に
国
内
人
民
と
の
猛
り
に
お
い

て
認
識
し
て
い
た
が
故
に
こ
そ
「
消
滅
」
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
極
言
す
れ
ば
、
反
帝
国
主
義
運
動
と
は
、
外
交
論
争
の
形

を
と
っ
た
一
つ
の
国
内
改
革
運
動
、
あ
る
い
は
国
内
抗
議
運
動
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　
①
　
　
「
共
漁
国
救
済
の
た
め
の
決
定
的
努
力
は
、
労
働
し
、
生
産
す
る
階
級
に
よ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
学
部
研
修
員
・
京
都
市
左

　
　
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
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貸
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ments　of　Qqyildar，．　a．　great　ppmqdi．c　spldier．　，　The．／rite＄．were　conducted

according　to　the　manner　wl；icl｝．　was　．geReral．ly，　fognd　among　the　peoples

in　the　Siberian　forests．　The　funeral　rituals　were　based　on　the　beiief

of　resurrection　；　thus　the　bones　were　preserved　and　enshrined　on　a　tree．

Therefore　the　description　of　this　event　provides　the　basis　for　presuming

that　the　forest　peoples　had　a　grea’t　infiUeAce　on　man’s　outlook　of　the

world　as　presented，in　the　historical　narrations　of　’the　Secret　History．

Th・A・ti－lmp今・i≒賦￥．Qゆ今・t　i・．中6．陣r母．呂晦・898一・9・4

　　　　　　　　　　　GrouPsi　．and．．thejr．UnderStanding．of．　1．rp．．perjali．＄m

　　　　　わy

R．　Yokoyama

　　In　・this　article，　1　will　try　to　grasp　the　reality　and　define　the　character

of　the　Anti－lmperialist　Movement　in　the　United　States　from　the　end　of

19th．　century　to　the．dqwn．gf　2Qth．　centqry．　b，y・tracing　it　as　a　social

movement．
　　To　realize　the　above　design，　1　will　apply　some　approaches　as　follows　；

first，　to　inclede　various　popular　moyements　outsides　the　Anti－lmperialist

League　as　objects；　second，　to　classify　the　persons　concerned　into　some

groups　according　to　their　resPectiVe　understanding　of　imperialism　；　third，

to　divide　its　term　of　activities　into　some　periods．

　　Consequently，　／1　will　conclude　that，　in　the　movement，　there　existed　a

predominant　group　that　petceived　the　inseparable　combination　between

monopoly　and　imperialism．　As．　a　whole，’／however，　・the　movement　was

concerned　primarily　with　the　domestic　problems　（so　to　speak，　“　inward

movement”），　so　・it・　was　destined　to　fiow　into　the　Progressivism．

（491）




